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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のスキャンラインと複数のデータラインとの交差部毎に形成されたエレクトロルミ
ネセンスセルを発光させるスキャン期間と、前記複数のデータラインをフローティングさ
せながら隣接したスキャンライン間に電圧差を有するようにして前記エレクトロルミネセ
ンスセルがセルフ－エージングされるエージング期間とを含み、
　前記エージング期間において、前記隣接したスキャンラインに相反するエージング電圧
が印加され、
　前記エージング期間において、奇数スキャンラインにハイ及びローのエージング電圧の
うちいずれか一つのエージング電圧が、偶数スキャンラインに前記奇数スキャンラインと
相反するエージング電圧が印加されることを特徴とするエレクトロルミネセンス表示パネ
ルの駆動方法。
【請求項２】
　前記エージング期間において、前記複数のスキャンラインの各々に印加されたエージン
グ電圧が少なくとも一回反転されることを特徴とする請求項１に記載のエレクトロルミネ
センス表示パネルの駆動方法。
【請求項３】
　前記エージング電圧は、前記エージング期間において、少なくとも一回反転されること
を特徴とする請求項１に記載のエレクトロルミネセンス表示パネルの駆動方法。
【請求項４】
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　前記エージング期間は複数の期間に分割されて、その分割された期間の境界地点毎に前
記複数のスキャンラインの各々に印加されたエージング電圧が反転されることを特徴とす
る請求項１に記載のエレクトロルミネセンス表示パネルの駆動方法。
【請求項５】
　前記エージング期間は複数の期間に分割されて、その分割された期間の境界地点毎に前
記複数のスキャンラインの各々に印加されたエージング電圧が反転されることを特徴とす
る請求項１に記載のエレクトロルミネセンス表示パネルの駆動方法。
【請求項６】
　前記スキャン期間において、イネーブルさせるためのスキャンラインにスキャンロー電
圧が供給され、ディスイネーブルさせるためのスキャンラインに第１スキャンハイ電圧が
供給され、また、前記エージング期間において、前記第１スキャンハイ電圧より大きいか
または同一の第２スキャンハイ電圧が、前記ハイエージング電圧として供給され、前記ス
キャンロー電圧が前記ローエージング電圧として供給されることを特徴とする請求項１に
記載のエレクトロルミネセンス表示パネルの駆動方法。
【請求項７】
　前記スキャン期間及びエージング期間がフレーム毎に繰り返されることを特徴とする請
求項１に記載のエレクトロルミネセンス表示パネルの駆動方法。
【請求項８】
　スキャン期間では、データラインにデータ信号を印加し、エージング期間では前記デー
タラインをフローティングさせるデータドライバと、
　前記スキャン期間では、スキャンラインにスキャンパルスを印加し、前記エージング期
間では隣接したスキャンラインが電圧差を有するようにするスキャンドライバと、
　前記スキャンラインと前記データラインとの交差部毎に形成されたエレクトロルミネセ
ンスセルを備え、前記スキャン期間では、前記エレクトロルミネセンスセルが前記データ
信号に従って発光し、前記エージング期間では、前記エレクトロルミネセンスセルがセル
フ－エージングされるエレクトロルミネセンス表示パネルとを備え、
　前記スキャンドライバは、前記エージング期間において、前記隣接したスキャンライン
に相反されるエージング電圧を印加し、かつ、前記エージング期間において、奇数スキャ
ンラインにハイ及びローのエージング電圧のうちいずれか一つのエージング電圧を、偶数
スキャンラインに前記奇数スキャンラインと相反されるエージング電圧を印加することを
特徴とするエレクトロルミネセンス表示パネルの駆動装置。
【請求項９】
　前記スキャンドライバは、前記スキャン期間及びエージング期間をフレーム毎に繰り返
すことを特徴とする請求項８に記載のエレクトロルミネセンス表示パネルの駆動装置。
【請求項１０】
　前記スキャンドライバは、スタートパルスをシフトさせて各々の出力信号と次の段のス
タートパルスを供給する複数のステージと、前記エージング期間を確保するために前記ス
テージのうち、最後のステージの出力信号をシフトさせる複数のダミーステージを有する
シフトレジスタと、
　前記シフトレジスタの出力信号の各々をレベルシフトし、前記スキャン期間で前記スキ
ャンパルスを前記スキャンラインに供給し、かつ前記エージング期間で前記隣接したスキ
ャンラインに相反されるエージング電圧を供給する複数のレベルシフタを有するレベルシ
フタ部と、を備えることを特徴とする請求項８に記載のエレクトロルミネセンス表示パネ
ルの駆動装置。
【請求項１１】
　前記スキャンドライバは、スタートパルスをシフトさせて各々の出力信号と次の段のス
タートパルスを供給する複数のステージを有するシフトレジスタと、
　前記シフトレジスタの出力信号の各々をレベルシフトして前記スキャン期間で前記スキ
ャンパルスを前記スキャンラインに供給し、かつ前記エージング期間で前記隣接したスキ
ャンラインに相反されるエージング電圧を供給する複数のレベルシフタを有するレベルシ
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フタ部と、を備えることを特徴とする請求項８に記載のエレクトロルミネセンス表示パネ
ルの駆動装置。
【請求項１２】
　前記スキャン期間の次に前記エージング期間が含まれるように、次のフレームのスター
トパルスが遅延されて供給されることを特徴とする請求項１１に記載のエレクトロルミネ
センス表示パネルの駆動装置。
【請求項１３】
　前記複数のステージの各々は、前記シフトされたスタートパルスに相当するイネーブル
信号を供給し、前記レベルシフタ部は、前記エージング期間を前記各ダミーステージから
前記イネーブル信号が出力される複数の期間に分割して、その分割された期間の境界地点
毎に前記複数のスキャンラインの各々に印加されたエージング電圧を反転させることを特
徴とする請求項１０に記載のエレクトロルミネセンス表示パネルの駆動装置。
【請求項１４】
　前記レベルシフタ部は、前記分割された期間内において、前記複数のスキャンラインの
各々に印加されたエージング電圧を少なくとも一回反転させることを特徴とする請求項１
３に記載のエレクトロルミネセンス表示パネルの駆動装置。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エレクトロルミネセンス表示装置に関し、特に、駆動中にエージング動作が
できるようにするエレクトロルミネセンス表示パネルの駆動方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、陰極線管（ＣＲＴ）の短所である重さと体積を縮めることができる各種平板表示
装置らが台頭している。このような平板表示装置としては、液晶表示装置（ＬＣＤ）、電
界放出表示装置（ＦＥＤ）、プラズマ表示パネル（ＰＤＰ） 及びエレクトロルミネセン
ス（ＥＬ：以下、ＥＬという。）表示パネルなどがある。
【０００３】
　これらの中で、ＥＬ表示パネルは、電子と正孔との再結合により蛍光体を発光させる自
発光素子であって、その蛍光体により無機化合物を使用する無機ＥＬと、有機化合物を使
用する有機ＥＬとに大別される。このようなＥＬ表示パネルは、低電圧駆動、自己発光、
薄膜型、広視野角、速い応答速度、高コントラストなどの多くの長所を有していて、次世
代表示装置として期待されている。
【０００４】
　有機ＥＬ素子は、基板上に透明導電性物質で形成された陽極と、その上に有機物質で積
層された正孔注入層、正孔輸送層、発光層、電子輸送層、電子注入層と、ワーク関数の低
い金属で形成された陰極とで構成される。陽極と陰極との間に順方向電圧が印加されると
、陰極から発生した電子が電子注入層及び電子輸送層を通じて発光層側に移動し、陽極か
ら発生した正孔が正孔注入層及び正孔輸送層を通じて発光層側に移動する。これによって
、発光層では、電子輸送層と正孔輸送層から供給された電子と正孔との再結合により、光
を放出する。この際、有機ＥＬ素子の輝度は、陽極と陰極との間に流れる電流に比例する
ようになる。
【０００５】
　図１は、有機ＥＬ素子がマトリックス形態で配列されたパッシブマトリックス型(Passi
ve Matrix Type)ＥＬ表示装置を等価的に表すものであり、図２は図１に示したＥＬパネ
ル２０の駆動波形図である。
【０００６】
　図１に示したＥＬ表示装置はスキャンライン（ＳＬ１～ＳＬｎ）とデータライン（ＤＬ
１～ＤＬｍ）の交差部毎に形成されたＥＬセル２６を備えるＥＬパネル２０と、スキャン
ライン（ＳＬ１～ＳＬｎ）を駆動するスキャンドライバ２２と、データライン（ＤＬ１～



(4) JP 5057127 B2 2012.10.24

10

20

30

40

50

ＤＬｍ）を駆動するデータドライバ２４とを備える。
【０００７】
　ＥＬパネル２０に形成されたＥＬセル２６の各々は、等価的に陽極であるデータライン
（ＤＬ）と陰極であるスキャンライン（ＳＬ）との間に順方向に接続したダイオードで表
現される。このようなＥＬセル２６の各々は、スキャンライン（ＳＬ）に負極性のスキャ
ンパルス、即ち、図２のように、スキャンロー電圧（Ｖlow）が供給され、データライン
（ＤＬ）に正極性のデータ信号（電流）が供給されて、順方向電圧が印加されると、発光
してデータ信号に相応する光を発生する。一方、ＥＬセル２６の各々は、スキャンライン
（ＳＬ）にスキャンハイ電圧（Ｖhigh）が供給されて逆方向電圧が印加されると、発光し
なくなる。
【０００８】
　スキャンドライバ２２は、図２のように、ｎ個のスキャンライン（ＳＬ１～ＳＬｎ）に
順番にスキャンパルスを供給する。言い換えると、スキャンドライバ２２は、スキャンラ
イン（ＳＬ１～ＳＬｎ）に順番にスキャンロー電圧（Ｖlow）を供給し、そのスキャンラ
イン（ＳＬ１～ＳＬｎ）を順番にイネーブルさせて、残りの期間にはスキャンハイ電圧（
Ｖhigh）を供給してディスエーブルさせる。また、スキャンドライバ２２は、このような
スキャンライン（ＳＬ１～ＳＬｎ）の順番駆動をフレーム（Ｆ）毎に繰り返す。
【０００９】
　データドライバ２４は、スキャンライン（ＳＬ１～ＳＬｎ）がイネーブルされる期間毎
にｍ個のデータライン（ＤＬ１～ＤＬｍ）にデータ信号を供給する。
【００１０】
　このような従来の有機ＥＬ表示装置は、安定した駆動のために製造工程中にＥＬセル２
６が逆バイアス状態になるエージング工程を経る。しかし、製造工程中にエージング工程
を経たとしても、有機ＥＬ表示装置は、駆動時間が経過するほどＥＬセル２６が劣化して
寿命が短縮されるか、またはストレスによりショート不良のようなライン欠陥などが発生
する問題点がある。これを解決するためには、有機ＥＬ表示装置の駆動中にもエージング
動作が必要となる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　従って、本発明の目的は、駆動中にもエージング動作を行える有機ＥＬ表示パネルの駆
動方法及び装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成するために、本発明に係るエレクトロルミネセンス表示パネルの駆動方
法は、複数のスキャンラインと複数のデータラインとの交差部毎に形成されたエレクトロ
ルミネセンスセルをライン順に発光させるスキャン期間と、逆バイアス印加により前記エ
レクトロルミネセンスセルを同時にエージングするエージング期間とを含み、前記スキャ
ン期間及びエージング期間がフレーム毎に繰り返されるようにする。
【００１３】
　前記エージング期間において、前記複数のスキャンラインにはスキャンハイ電圧が、前
記複数のデータラインにはロー電圧が供給される。
　前記スキャン期間において、イネーブルさせるためのスキャンラインにスキャンロー電
圧が供給され、ディスエーブルさせるためのスキャンラインに第１スキャンハイ電圧が供
給され、前記エージング期間において、前記複数のスキャンラインに前記第１スキャンハ
イ電圧より大きい第２スキャンハイ電圧が供給される。
【００１４】
　本発明に係るエレクトロルミネセンス表示パネルの駆動方法は、複数のスキャンライン
と複数のデータラインとの交差部毎に形成されたエレクトロルミネセンスセルを発光させ
るスキャン期間と、前記複数のデータラインをフローティングさせながら隣接したスキャ
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ンライン間に電圧差を有するようにして前記エレクトロルミネセンスセルがセルフ－エー
ジングされるエージング期間とを含む。
【００１５】
　前記エージング期間において、前記隣接したスキャンラインに相反するエージング電圧
が印加される。
　前記エージング期間において、奇数(odd)スキャンラインにハイ及びローのエージング
電圧のうちいずれか一つのエージング電圧が、偶数(even)スキャンラインには前記奇数ス
キャンラインと相反するエージング電圧が印加される。
【００１６】
　前記エージング期間において、前記複数のスキャンラインの各々に印加されたエージン
グ電圧が少なくとも一回反転される。
　前記エージング期間は複数の期間に分割されて、その分割された期間の境界地点毎に前
記複数のスキャンラインの各々に印加されたエージング電圧が反転される。
　前記分割された期間内において、前記複数のスキャンラインの各々に印加されたエージ
ング電圧が少なくとももう一回反転するようにする。
【００１７】
　前記スキャン期間において、イネーブルさせるためのスキャンラインにスキャンロー電
圧が供給され、ディスイネーブルさせるためのスキャンラインに第１スキャンハイ電圧が
供給され、また、前記エージング期間において、前記第１スキャンハイ電圧より大きいか
または同一の第２スキャンハイ電圧が、前記ハイエージング電圧として供給され、前記ス
キャンロー電圧が前記ローエージング電圧として供給される。
　前記スキャン期間及びエージング期間がフレーム毎に繰り返される。
【００１８】
　本発明のエレクトロルミネセンス表示パネルの駆動方法は、複数のスキャンラインと複
数のデータラインとの交差部毎に形成されたエレクトロルミネセンスセルを発光させるス
キャン期間と、前記複数のデータラインをフローティングさせながら隣接したスキャンラ
イン間に多段階の電圧差を有するようにして前記エレクトロルミネセンスセルがセルフ－
エージングされるエージング期間とを含む。
【００１９】
　前記エージング期間において、前記隣接したスキャンラインに互いに相反される順で可
変する多段階のエージング電圧が印加される。
　前記エージング期間は、前記隣接したスキャンラインに同一のエージング電圧を印加す
る中和ステップを更に含む。
【００２０】
　前記エージング期間において、前記スキャンラインに奇数スキャンラインと偶数スキャ
ンラインとの間の電圧差が順番に増加または減少する多段階のエージング電圧が印加され
る。
　前記エージング期間において、前記スキャンラインに奇数スキャンラインと偶数スキャ
ンラインとの間の電圧差が順番に増加して減少するか、または減少して増加する多段階の
エージング電圧が印加される。
【００２１】
　前記エージング期間において、奇数スキャンラインに多段階に可変されるエージング電
圧が、偶数スキャンラインに前記奇数スキャンラインと相反される順で可変するエージン
グ電圧が印加される。
【００２２】
　前記エージング期間において、奇数スキャンライン及び偶数スキャンラインのうちいず
れか一つのスキャンラインに順番に増加する多段階のエージング電圧が、残りのスキャン
ラインに順番に減少する多段階のエージング電圧が印加される。
　前記エージング期間において、奇数スキャンライン及び偶数スキャンラインのうちいず
れか一つのスキャンラインに順番に増加して減少する多段階のエージング電圧が、残りの
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スキャンラインに順番に減少して増加する多段階のエージング電圧が印加される。
【００２３】
　前記エージング期間において、奇数スキャンライン及び偶数スキャンラインのうちいず
れか一つのスキャンラインに順番に増加または減少する多段階のエージング電圧が印加さ
れて、残りのスキャンラインに一定の電圧が印加される。
【００２４】
　前記エージング期間において、奇数スキャンライン及び偶数スキャンラインのうちいず
れか一つのスキャンラインに順番に増加して減少するか、または、順番に減少して増加す
る多段階のエージング電圧が印加されて、残りのスキャンラインに一定の電圧が印加され
る。
【００２５】
　前記エージング期間に印加される一定の電圧は、前記多段階のエージング電圧のうち、
最低のエージング電圧と同一の電圧である。
　前記エージング期間に印加される一定の電圧は、前記スキャン期間において、前記スキ
ャンラインにイネーブル電圧で供給されるスキャンロー電圧と同一の電圧である。
【００２６】
　前記エージング期間は、前記奇数及び偶数スキャンラインに同一のエージング電圧が印
加される中和ステップを更に含む。
　前記中和ステップにおいて、前記奇数及び偶数スキャンラインは、前記多段階のエージ
ング電圧のうち、中間電圧に同一になる。
【００２７】
　前記多段階のエージング電圧は、前記スキャン期間において、前記スキャンラインにデ
ィスエーブル電圧として供給されたスキャンハイ電圧より大きいか、または、同一の最高
エージング電圧と、イネーブル電圧として供給されたスキャンロー電圧のような最低のエ
ージング電圧との間の電圧が、多段階に分圧された電圧である。
【００２８】
　前記エージング期間内において、多段階のエージング電圧が繰り返される。
　前記スキャン期間及びエージング期間がフレーム毎に繰り返される。
【００２９】
　本発明によるエレクトロルミネセンス表示パネルの駆動方法は、複数のスキャンライン
と複数のデータラインとの交差部毎に形成された有機発光セルをスキャン期間に発光させ
る段階と、前記スキャン期間の直後のエージング期間に前記複数のスキャンラインをフロ
ーティングさせながら、隣接したデータライン間に電圧差を有するようにして、前記有機
発光セルをセルフエージングする段階とを含む。
【００３０】
　前記エージング期間において、前記データラインに接続されたi番目のサブ画素に、第
１～第３電圧のうちいずれか一つを供給し、また、前記 i番目のサブ画素に隣接するサブ
画素に前記i番目に供給された電圧と異なる電圧が供給される。
【００３１】
　前記各サブ画素に供給される電圧は、前記各サブ画素で形成された画素単位で繰り返し
て印加される。
　前記エージング期間で前記データラインと接続された各サブ画素の各々には、互いに異
なる第１～第３電圧が印加される。
【００３２】
　前記第１～第３電圧は各サブ画素で形成された画素単位で繰り返して印加される。
　前記第２電圧は前記第１電圧と電圧レベルが相異なり、第３電圧は前記データラインを
フローティングさせることによって形成される電圧である。
【００３３】
　本発明に係るエレクトロルミネセンス表示パネルの駆動装置は、スキャンラインとデー
タラインとの交差部毎にエレクトロルミネセンスセルが形成されたエレクトロルミネセン
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ス表示パネルと、各フレームがスキャン期間及びエージング期間を含むように、前記スキ
ャン期間では、前記スキャンラインにライン順にスキャンパルスを供給し、前記エージン
グ期間では、前記スキャンラインの全体にエージングハイ電圧を供給するスキャンドライ
バと、前記スキャン期間では、前記データラインにデータ信号を、前記エージング期間で
は、前記エレクトロルミネセンスセルの全体が逆バイアス状態になるようにエージングロ
ー電圧を供給するデータ駆動部とを備える。
【００３４】
　前記スキャンドライバは、前記スキャン期間において、前記スキャンパルスには、スキ
ャンロー電圧を、前記スキャン期間において、ディスイネーブルされたスキャンラインに
は第１スキャンハイ電圧を、前記エージングハイ電圧には、前記第１スキャンハイ電圧よ
り大きい第２スキャンハイ電圧を供給する。
【００３５】
　前記スキャンドライバは、スタートパルスをシフトさせて各々の出力信号と次の段のス
タートパルスで供給する複数のステージと、前記エージング期間を確保するために、前記
ステージの中、最後のステージの出力信号をシフトさせる複数のダミーステージとを有す
るシフトレジスタと、前記シフトレジスタの出力信号の各々をレベルシフティングして前
記スキャンラインの各々に供給する複数のレベルシフタを有するレベルシフタ部とを備え
る。
【００３６】
　前記スキャンドライバは、スタートパルスをシフトさせて各々の出力信号と次の段のス
タートパルスで供給する複数のステージを有するシフトレジスタと、前記シフトレジスタ
の出力信号の各々をレベルシフトし、前記スキャンラインの各々に供給する複数のレベル
シフタを有するレベルシフタ部とを備える。
【００３７】
　前記スキャン期間の次に前記エージング期間が含まれるように、次のフレームのスター
トパルスが遅延され供給される。
【００３８】
　前記複数のステージの各々は、前記シフトされたスタートパルスに相当する第１電圧の
出力信号を、その他には第２電圧の出力信号を供給する。
【００３９】
　前記複数のレベルシフタの各々は、前記第１電圧の出力信号が入力されると、前記スキ
ャンロー電圧を選択し、前記第２電圧の出力信号が入力されると、前記スキャン期間では
、前記第１スキャンハイ電圧を、前記エージング期間では、前記第２スキャンハイ電圧を
選択し、該スキャンラインに供給する。
【００４０】
　前記複数のレベルシフタの各々には、前記スキャンロー電圧と第１及び第２スキャンハ
イ電圧が各々供給される。
　前記レベルシフタの各々には、前記スキャンロー電圧と第２スキャンハイ電圧とが各々
供給され、前記レベルシフタの各々は、前記エージング期間では供給された第２スキャン
ハイ電圧を、前記スキャン期間ではその第２スキャンハイ電圧を、前記第１スキャンハイ
電圧に電圧降下させて利用する。
【００４１】
　本発明に係るエレクトロルミネセンス表示パネルの駆動装置は、スキャン期間では、デ
ータラインにデータ信号を、エージング期間では、前記データラインをフローティングさ
せるデータドライバと、前記スキャン期間では、スキャンラインにスキャンパルスを、前
記エージング期間では、隣接したスキャンラインが電圧差を有するスキャンドライバと、
前記スキャンラインと前記データラインとの交差部毎に形成されたエレクトロルミネセン
スセルを備え、そのエレクトロルミネセンスセルが、前記スキャン期間では、前記データ
信号による発光を、前記エージング期間では、セルフ－エージングされるエレクトロルミ
ネセンス表示パネルとを備える。



(8) JP 5057127 B2 2012.10.24

10

20

30

40

50

【００４２】
　前記スキャンドライバは、前記エージング期間において、前記隣接したスキャンライン
に相反するエージング電圧を印加する。
　前記スキャンドライバは、前記エージング期間において、奇数スキャンラインにハイ及
びローエージング電圧のうちいずれか一つのエージング電圧を、偶数スキャンラインには
前記奇数スキャンラインと相反するエージング電圧を印加する。
【００４３】
　前記スキャンドライバは、前記エージング期間において、前記複数のスキャンラインの
各々に印加されたエージング電圧を少なくとも一回反転させる。
　前記スキャンドライバは、前記エージング期間を複数の期間に分割し、その分割された
期間の境界地点毎に、前記複数のスキャンラインの各々に印加されたエージング電圧を反
転させる。
【００４４】
　前記スキャンドライバは、前記分割された期間内において、前記複数のスキャンライン
の各々に印加されたエージング電圧を少なくとももう一回反転させる。
【００４５】
　前記スキャンドライバは、前記スキャン期間において、イネーブルさせるためのスキャ
ンラインには、スキャンロー電圧を供給し、ディスエーブルさせるためのスキャンライン
には、第１スキャンハイ電圧を供給し、前記エージング期間において、前記ハイエージン
グ電圧には、前記第１スキャンハイ電圧より大きいか、または、等しい第２スキャンハイ
電圧を供給し、前記ローエージング電圧には、前記スキャンロー電圧を供給する。
【００４６】
　前記スキャンドライバは、前記スキャン期間及びエージング期間をフレーム毎に繰り返
す。前記スキャンドライバは、スタートパルスをシフトさせて各々の出力信号と次の段の
スタートパルスで供給する複数のステージと、前記エージング期間を確保するために前記
ステージの中、最後のステージの出力信号をシフトさせる複数のダミーステージを有する
シフトレジスタと、前記シフトレジスタの出力信号の各々をレベルシフトし、前記スキャ
ン期間では、前記スキャンパルスを前記スキャンラインに供給して、前記エージング期間
では、前記隣接したスキャンラインに相反するエージング電圧を供給する複数のレベルシ
フタを有するレベルシフタ部と、を備える。
【００４７】
　前記スキャンドライバは、スタートパルスをシフトさせて各々の出力信号と次の段のス
タートパルスで供給する複数のステージを有するシフトレジスタと、前記シフトレジスタ
の出力信号の各々をレベルシフトして、前記スキャン期間では、前記スキャンパルスを前
記スキャンラインに供給して、前記エージング期間では、前記隣接したスキャンラインに
相反するエージング電圧を供給する複数のレベルシフタを有するレベルシフタ部と、を備
える。
【００４８】
　前記スキャン期間の次に前記エージング期間が含まれるように、次のフレームのスター
トパルスが遅延され供給される。
【００４９】
　前記複数のステージの各々は、前記シフトされたスタートパルスに該当するイネーブル
信号を供給して、前記レベルシフタ部は、前記エージング期間を前記各ダミーステージか
ら前記イネーブル信号が出力される複数の期間に分割して、その分割された期間の境界地
点毎に前記複数のスキャンラインの各々に印加されたエージング電圧を反転させる。
　前記レベルシフタタ部は、前記分割された期間内において、前記複数のスキャンライン
の各々に印加されたエージング電圧を少なくとももう一回反転させる。
【００５０】
　本発明に係るエレクトロルミネセンス表示パネルの駆動装置は、スキャン期間では、デ
ータラインにデータ信号を、エージング期間では、前記データラインをフローティングさ
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せるデータドライバと、前記スキャン期間では、スキャンラインにスキャンパルスを、前
記エージング期間では、隣接したスキャンライン間に多段階の電圧差を有するスキャンド
ライバと、前記スキャンラインと前記データラインとの交差部毎に形成されたエレクトロ
ルミネセンスセルを備え、そのエレクトロルミネセンスセルが、前記スキャン期間では、
前記データ信号による発光を、前記エージング期間では、セルフ－エージングされるエレ
クトロルミネセンス表示パネルとを備える。
【００５１】
　前記スキャンドライバは、前記エージング期間において、前記隣接したスキャンライン
に互いに相反する順序で可変する多段階のエージング電圧を印加する。
　前記スキャンドライバは、前記エージング期間内に前記隣接したスキャンラインに同一
なエージング電圧を印加する中和ステップが更に含まれる。
【００５２】
　前記スキャンドライバは、前記エージング期間において、前記スキャンラインには、奇
数スキャンラインと偶数スキャンラインとの間の電圧差が順番に増加するか、または、減
少するようにする多段階のエージング電圧を印加する。
【００５３】
　前記スキャンドライバは、前記エージング期間において、前記スキャンラインには、奇
数スキャンラインと偶数スキャンラインとの間の電圧差が順番に増加して減少するか、ま
たは、減少して増加するようにする多段階のエージング電圧を印加する。
【００５４】
　前記スキャンドライバは、前記エージング期間において、奇数スキャンラインに多段階
に可変するエージング電圧を、偶数スキャンラインに前記奇数スキャンラインと相反する
順序で可変するエージング電圧を印加する。
【００５５】
　前記スキャンドライバは、前記エージング期間において、奇数スキャンライン及び偶数
スキャンラインのうちいずれか一つのスキャンラインに順番に増加する多段階のエージン
グ電圧を、残りのスキャンラインに順番に減少する多段階のエージング電圧を印加する。
【００５６】
　前記スキャンドライバは、前記エージング期間において、奇数スキャンライン及び偶数
スキャンラインのうちいずれか一つのスキャンラインに順番に増加して減少する多段階の
エージング電圧を、残りのスキャンラインに順番に減少して増加する多段階のエージング
電圧を印加する。
【００５７】
　前記スキャンドライバは、前記エージング期間において、奇数スキャンライン及び偶数
スキャンラインのうちいずれか一つのスキャンラインに順番に増加するか、または、減少
する多段階のエージング電圧を印加し、残りのスキャンラインには一定の電圧を印加する
。
【００５８】
　前記スキャンドライバは、前記エージング期間において、奇数スキャンライン及び偶数
スキャンラインのうちいずれか一つのスキャンラインに順番に増加して減少するか、また
は、順番に減少して増加する多段階のエージング電圧を印加し、残りのスキャンラインに
は一定の電圧を印加する。
【００５９】
　前記エージング期間に印加される一定の電圧は、前記多段階のエージング電圧のうちで
、最低のエージング電圧と同一な電圧である。
　前記エージング期間に印加される一定の電圧は、前記スキャン期間において、前記スキ
ャンラインにイネーブル電圧で供給されるスキャンロー電圧と同一な電圧である。
【００６０】
　前記スキャンドライバは、前記エージング期間内に前記奇数及び偶数スキャンラインに
同一なエージング電圧が印加される中和ステップが更に含まれる。
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　前記スキャンドライバは、前記中和ステップにおいて、前記奇数及び偶数スキャンライ
ンに前記多段階のエージング電圧のうち、同一な中間電圧を印加する。
【００６１】
　前記スキャンドライバは、前記スキャン期間において、前記スキャンラインにディスイ
ネーブル電圧で供給するスキャンハイ電圧より大きいか、または、同一の最高のエージン
グ電圧と、イネーブル電圧で供給するスキャンロー電圧のような最低のエージング電圧と
の間の電圧が多段階に分圧し、前記多段階のエージング電圧で供給する。
　前記スキャンドライバは、前記エージング期間内において、前記多段階のエージング電
圧を繰り返して供給する。
【００６２】
　前記スキャンドライバは、前記スキャン期間及びエージング期間をフレーム毎に繰り返
す。前記スキャンドライバは、スタートパルスをシフトさせて各々の出力信号と次の段の
スタートパルスで供給する複数のステージと、前記エージング期間を確保するために、前
記ステージの中、最後のステージの出力信号をシフトさせる複数のダミーステージを有す
るシフトレジスタと、前記シフトレジスタの出力信号の各々をレベルシフティングして、
前記スキャン期間で前記スキャンパルスを前記スキャンラインに供給し、前記エージング
期間で前記隣接したスキャンラインに前記多段階の電圧差を有する多段階のエージング電
圧を供給する複数のレベルシフタを有するレベルシフタ部と、を備える。
【００６３】
　前記スキャンドライバは、スタートパルスをシフトさせて各々の出力信号と次の段のス
タートパルスで供給する複数のステージを有するシフトレジスタと、前記シフトレジスタ
の出力信号の各々をレベルシフティングして、前記スキャン期間で前記スキャンパルスを
前記スキャンラインに供給し、前記エージング期間で前記隣接したスキャンラインに前記
多段階の電圧差を有するように多段階のエージング電圧を供給する複数のレベルシフタを
有するレベルシフタ部とを備える。
【００６４】
　前記スキャン期間の次に前記エージング期間が含まれるように次のフレームのスタート
パルスが遅延され供給される。
【００６５】
　前記複数のステージの各々は、前記シフトされたスタートパルスに該当するイネーブル
信号を供給し、前記レベルシフタ部は前記エージング期間を前記各ダミーステージで前記
イネーブル信号が出力される期間と同期して前記多段階のエージング電圧を可変させる。
【００６６】
　本発明によるエレクトロルミネセンス表示パネルの駆動装置はスキャンライン及びデー
タラインの交差部に形成された有機発光セルを有する有機発光表示パネルと、スキャン期
間の間に前記スキャンラインにスキャンパルスを供給し、前記スキャン期間の直後のエー
ジング期間の間、前記スキャンラインをフローティングさせるスキャンドライバと、前記
スキャン期間の間、前記データラインにデータ信号を印加するデータドライバと、前記エ
ージング期間の間、隣接したデータラインに互いに異なるエージング電圧を印加して前記
有機発光表示パネルをセルフエージングさせる電圧供給部とを備える。
【００６７】
　前記エレクトロルミネセンス表示パネルの駆動装置は、前記データラインに接続された
データドライバ及びエージング電圧供給部の間に接続され、前記データラインに供給され
るデータ信号及びエージング電圧を切り換える切換器を更に備える。
【００６８】
　前記エージング電圧はi番目のサブ画素に供給される第１電圧と、前記i番目のサブ画素
に隣接したサブ画素に供給され、前記第１電圧と異なる第２電圧と、前記データラインを
フローティングさせることによって形成される第３電圧のうち、少なくとも一つである。
　前記エージング電圧は、各サブ画素で形成された画素単位で繰り返して印加される。
【発明の効果】
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【００６９】
　上述のように、本発明に係るＥＬ表示パネルの駆動方法及び装置は、フレーム毎にスキ
ャン期間とは別途にＥＬセルの全体が逆バイアス状態になるエージング期間を確保するこ
とにより、駆動中にもＥＬセルをエージングさせることができる。これによって、ＥＬ表
示パネルの寿命を延長できるだけでなく、ストレスによるライン欠陥などのような不良を
防止できる。
【００７０】
　そして、本発明に係るＥＬ表示のパネルの駆動方法及び装置は、フレーム中にスキャン
期間とは別途にＥＬセルの全体が隣接したスキャンライン間の電圧差とデータラインのフ
ローティング状態によりセルフ－エージングされる期間を確保することにより、駆動中に
もＥＬセルをエージングさせることができる。
【００７１】
　また、エージング期間内において、隣接したスキャンラインに相反するように印加され
たハイ及びローエージング電圧が少なくとももう一回反転することにより、エージング効
率を向上させることができる。これによって、ＥＬ表示パネルの寿命を延長できるだけで
なく、ストレスによるライン欠陥などのような不良を防止できる。
【００７２】
　併せて、本発明に係るＥＬ表示パネルの駆動方法及び装置は、フレームの中にスキャン
期間とは別途にＥＬセルの全体が隣接したスキャンライン間の多段階の電圧差とデータラ
インのフローティング状態によりセルフ－エージングされる期間を確保するので、駆動中
にもＥＬセルをエージングさせることができる。これによって、ＥＬ表示パネルの寿命を
延長できるだけでなく、ストレスによるライン欠陥などのような不良を防止できる。
【００７３】
　また、エージング期間内に隣接したスキャンラインに同一な電圧を印加する中和ステッ
プを少なくとも一回含めることにより、ＥＬパネル内の寄生キャパシタを減少させること
ができる。それだけでなく、フレームの中、スキャン期間とは別途にELセルの全体が隣接
したデータライン間の電圧差とスキャンラインのフローティング状態によってセルフエー
ジングされる期間とを確保することにより、駆動中にもELセルをエージングさせることが
可能になる。従って、EL表示パネルの寿命を延長させることができるだけでなく、ストレ
スによるラインの欠陥等のような不良を防ぐことができる。
【００７４】
　以上、説明した内容を通じて当業者であれば本発明の技術的範囲内で多様な変更及び修
正が可能であることが分かる。従って、本発明の技術的範囲は、明細書の詳細な説明に記
載された内容に限るのではなく、特許請求範囲により定められなければならない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００７５】
　以下、図３～図２５を参照しながら本発明の好ましい実施の形態に対して説明する。
【００７６】
　図３は、本発明の実施形態の有機ＥＬ表示パネルの駆動方法によるスキャンライン及び
データラインの駆動波形を示すものである。
【００７７】
　本発明の実施形態における有機ＥＬ表示パネルの駆動方法のエージング期間（ＡＰＤ）
では、ｎ個のスキャンライン（ＳＬ１～ＳＬｎ）にハイ電圧、即ち、第２スキャンハイ電
圧（Ｖhigh２）が供給されて、ｍ個のデータライン（ＤＬ１～ＤＬｍ）にロー電圧、即ち
、アース電圧（ＧＮＤ）が供給される。この際、エージング効果を高めるために、第２ス
キャンハイ電圧（Ｖhigh２）として、発光期間（ＬＰＤ）に供給された第１スキャンハイ
電圧（Ｖhigh１） より大きい電圧が供給される。例えば、第２スキャンハイ電圧（Ｖhig
h２）は、第１スキャンハイ電圧（Ｖhigh１）より略１０～２０%大きい電圧に設定される
。
【００７８】
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　このように、本発明の実施形態の有機ＥＬ表示装置の駆動方法は、１フレーム（Ｆｉ）
でＥＬセルの全体が逆バイアス状態になるエージング期間（ＡＰＤ）を確保することによ
り、駆動中にもＥＬパネルをエージングできるようになる。従って、ＥＬパネルの寿命を
延長できると共に、ストレスによるライン欠陥などのような不良を防止できる。
【００７９】
　図４は、本発明の第１実施形態の有機ＥＬ表示パネルの駆動装置を示し、図５はその駆
動装置の駆動波形を示すものである。
【００８０】
　図４に示した有機ＥＬ表示パネルの駆動装置は、スキャンライン（ＳＬ１～ＳＬｎ）と
データライン（ＤＬ１～ ＤＬｍ）の交差部毎に形成されたＥＬセル３６を備えるＥＬパ
ネル３０と、スキャンライン（ＳＬ１～ＳＬｎ）を駆動するスキャンドライバ３２と、デ
ータライン（ＤＬ１～ＤＬｍ）を駆動するデータドライバ３４とを備える。
【００８１】
　スキャンドライバ３２は、１フレーム（Ｆｉ）のスキャン期間（ＳＰＤ）では、図５の
ように、ｎ個のスキャンライン（ＳＬ１～ＳＬｎ）に順番にスキャンロー電圧（Ｖlow）
を供給し、残りの期間では、第１スキャンハイ電圧（Ｖhigh１）を供給する。そして、ス
キャンドライバ３２は、１フレーム（Ｆｉ）のエージング期間（ＡＰＤ）で、ｎ個のスキ
ャンライン（ＳＬ１～ＳＬｎ）の全体に第１スキャンハイ電圧（Ｖhigh１）より大きい第
２スキャンハイ電圧（Ｖhigh２）を供給する。
【００８２】
　このために、スキャンドライバ３２は、フレーム（Ｆｉ）単位で入力されたスタートパ
ルス（Ｖst）を順番にシフトさせながらｎ個の出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）を出力し、エージ
ング期間（ＡＰＤ）を確保できるシフトレジスタ４０と、シフトレジスタ４０の出力信号
（Ｓ１～Ｓｎ）の各々をレベルシフトしてスキャンライン（ＳＬ１～ＳＬｎ）の各々に供
給するレベルシフタ部４２とを備える。
【００８３】
　シフトレジスタ４０は、スタートパルス（Ｖst）をシフトさせながらｎ個の出力信号（
Ｓ１～Ｓｎ）を出力するためのｎ個のステージ（ＳＴ１～ＳＴｎ）と、ｎ番目のステージ
（ＳＴｎ）出力信号（Ｓｎ）をシフトさせながらエージング期間（ＡＰＤ）を確保できる
ｋ個のダミーステージ（ＤＳＴ１～ＤＳＴｋ）を備える。
【００８４】
　ｎ個のステージ（ＳＴ１～ＳＴｎ）とｋ個のダミーステージ（ＤＳＴ１～ＤＳＴｋ）は
、スタートパルス（Ｖst）の入力ラインに直接に接続し、クロック信号（ＣＬＫ）の入力
ラインに共通して接続される。第１～第ｎステージ（ＳＴ１～ＳＴｎ）は、スタートパル
ス（Ｖst）をクロック信号（ＣＬＫ）によって順番にシフトさせて、図５のように、第１
～第ｎ出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）をレベルシフタ部４２に出力する。この際、ｎ個のステー
ジ（ＳＴ１～ＳＴｎ）の出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）の各々は、次の段のステージのスタート
パルス入力ラインに供給される。ｋ個のダミーステージ（ＤＳＴ１～ＤＳＴｋ）は、ｎ番
目のステージ（ＳＴｎ）の出力信号（ＳＴｎ）をクロック信号（ＣＬＫ）によって順番に
シフトさせる。このようなｋ個のダミーステージ（ＤＳＴ１～ＤＳＴｋ）の各々の出力信
号（ＤＳ１～ＤＳｋ）は、レベルシフタ部４２に出力されなくて、次の段のダミーステー
ジのスタートパルス入力ラインのみに供給される。これによって、各フレーム（Ｆｉ）は
、図５のように、第１～第ｎステージ（ＳＴ１～ＳＴｎ）がロー電圧の出力信号（Ｓ１～
Ｓｎ）を順番に出力するスキャン期間（ＳＰＤ）とは別途に、ダミーステージ（ＤＳＴ１
～ＤＳＴｋ）がロー電圧の出力信号（ＤＳ１～ＤＳｋ）を順番に出力するダミー期間を、
エージング期間（ＡＰＤ）に確保できるようになる。このようなエージング期間の間（Ａ
ＰＤ）、第１～第ｎステージ（ＳＴ１～ＳＴｎ）は、全てハイ電圧の出力信号（Ｓ１～Ｓ
ｎ）を出力する。
【００８５】
　レベルシフタ部４２は、ｎ個のステージ（ＳＴ１～ＳＴｎ）とｎ個のスキャンライン（
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ＳＬ１～ＳＬｎ）との間に各々接続されたｎ個のレベルシフタ（ＬＳ１～ＬＳｎ）を備え
る。
　レベルシフタ（ＬＳ１～ＬＳｎ）は、図５のように、スキャン期間（ＳＰＤ）において
、シフトレジスタ４０の出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）のロー電圧が入力されると、スキャンロ
ー電圧（Ｖlow）を印加し、ハイ電圧が入力されると第１スキャンハイ電圧（Ｖhigh１）
を選択してスキャンライン（ＳＬ１～ＳＬｎ）の各々に供給する。そして、レベルシフタ
（ＬＳ１～ＬＳｎ）は、図５のように、エージング期間（ＡＰＤ）において、シフトレジ
スタ４０の出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）のハイ電圧が入力されると、全て第２スキャンハイ電
圧（Ｖhigh２）を選択してスキャンライン（ＳＬ１～ＳＬｎ）の各々に供給する。
【００８６】
　このために、図４のように第１及び第２スキャンハイ電圧（Ｖhigh１、Ｖhigh２）は、
スキャンロー電圧（Ｖlow）と共に電源部で各々生成して相異なる電源ラインを通じてレ
ベルシフタ部４２に入力される。この場合、レベルシフタ（ＬＳ１～ＬＳｎ）の各々は、
シフトレジスタ４０の出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）によってスキャンロー電圧（Ｖlow）とス
キャンハイ電圧（Ｖhigh１、Ｖhigh２）のうちいずれか一つを選択して出力し、スキャン
期間（ＳＰＤ）及びエージング期間（ＡＰＤ）によって第１及び第２スキャンハイ電圧（
Ｖhigh１、Ｖhigh２）のうちいずれか一つを選択して出力する。
【００８７】
　これに反して、電源部では、第２スキャンハイ電圧（Ｖhigh２）とスキャンロー電圧（
low）とが各々生成してレベルシフタ部４２に入力される。この場合、レベルシフタ（Ｌ
Ｓ１～ＬＳｎ）の各々はエージング期間（ＡＰＤ）の場合、第２スキャンハイ電圧（Ｖhi
gh２）を選択して出力し、スキャン期間（ＳＰＤ）の場合、第２スキャンハイ電圧（Ｖhi
gh２）を抵抗などを通じて第１スキャンハイ電圧（Ｖhigh１）に電圧降下させた後、第１
スキャンハイ電圧（Ｖhigh１）とスキャンロー電圧（Ｖlow）の中のいずれか一つを選択
して出力する。
【００８８】
　データドライバ３４は、スキャン期間（ＳＰＤ）において、スキャンライン（ＳＬ１～
ＳＬｎ）がイネーブルされる期間毎に、m個のデータライン（ＤＬ１～ＤＬｍ）にデータ
信号を供給し、エージング期間（ＡＰＤ）において、ロー電圧、例えば、アース電圧（Ｇ
ＮＤ）を供給する。
【００８９】
　ＥＬパネル３０に形成されたＥＬセル３６の各々は、等価的に陽極であるデータライン
（ＤＬ）と陰極であるスキャンライン（ＳＬ）との間に順方向に接続したダイオードで表
現される。このようなＥＬセル３６の各々はスキャンライン（ＳＬ）にスキャンロー電圧
（Ｖlow）が供給され、データライン（ＤＬ）に正極性のデータ信号（電流）が供給され
て、順方向電圧が印加されると、発光してデータ信号に相応する光を発生する。一方、Ｅ
Ｌセル３６の各々は、スキャンライン（ＳＬ）にスキャンハイ電圧（Ｖhigh１、Ｖhigh２
）が供給されて逆方向電圧が印加されると発光しなくなる。特に、ＥＬセル３６の各々は
エージング期間（ＡＰＤ）において、スキャンライン（ＳＬ１～ＳＬｎ）の全てに第２ス
キャンハイ電圧（Ｖhigh２）が、データライン（ＤＬ１～ＤＬｍ）の全てにロー電圧が供
給されると、エージングのための逆バイアス状態となる。これによって、ＥＬパネル３０
の寿命を延長できるだけでなく、ライン欠陥などのような不良を防止できるようになる。
【００９０】
　図６は、本発明の第２実施形態の有機ＥＬ表示パネルの駆動装置を示し、図７は、その
駆動装置の駆動波形を示すものである。
【００９１】
　図６に示した有機ＥＬ表示パネルの駆動装置は、図４に示した駆動装置と対比してスキ
ャンドライバ５２のシフトレジスタ６０がダミーステージ（ＤＳＴ）なしにｎ個のステー
ジ（ＳＴ１～ＳＴｎ）のみを備えること以外は、同一の構成要素を備える。従って、重複
される構成要素に対する説明は省略する。
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【００９２】
　スキャンドライバ５２は、フレーム（Ｆｉ）単位で入力されたスタートパルス（Ｖst）
を順番にシフトさせながらｎ個の出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）を出力するシフトレジスタ６０
と、シフトレジスタ６０の出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）の各々をレベルシフトしてスキャンラ
イン（ＳＬ１～ＳＬｎ）の各々に供給するレベルシフタ部６２とを備える。
【００９３】
　シフトレジスタ６０に備えられたｎ個のステージ（ＳＴ１～ＳＴｎ）は、スタートパル
ス（Ｖst）をクロック信号（ＣＬＫ）によって順番にシフトさせて、図７のように第１～
第ｎ出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）をレベルシフタ部６２に出力し、その出力信号（Ｓ１～Ｓｎ
）の各々は次の段のステージのスタートパルス入力ラインに供給される。これによって、
図７のように、第１～第ｎステージ（ＳＴ１～ＳＴｎ）がロー電圧の出力信号（Ｓ１～Ｓ
ｎ）を順番に出力する。このようなスキャン期間（ＳＰＤ）の次にエージング期間（ＡＰ
Ｄ）を確保できるように、次のフレーム（Ｆi+１）のスタートパルス（Ｖst）の供給時点
が遅延される。このようなエージング期間の間（ＡＰＤ）、第１～第ｎステージ（ＳＴ１
～ＳＴｎ）は全てハイ電圧の出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）を出力する。
【００９４】
　レベルシフタ部６２に備えられたｎ個のレベルシフタ（ＬＳ１～ＬＳｎ）は、図７のよ
うに、スキャン期間（ＳＰＤ）において、シフトレジスタ６０の出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）
のロー電圧が入力されると、スキャンロー電圧（Ｖlow）を選択し、ハイ電圧が入力され
ると第１スキャンハイ電圧（Ｖhigh１）を選択してスキャンライン（ＳＬ１～ＳＬｎ）の
各々に供給する。そして、レベルシフタ（ＬＳ１～ＬＳｎ）は、図７のように、エージン
グ期間（ＡＰＤ）において、シフトレジスタ６０の出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）のハイ電圧が
入力されると、全て第２スキャンハイ電圧（Ｖhigh２）を選択してスキャンライン（ＳＬ
１～ＳＬｎ）の各々に供給する。
【００９５】
　これによって、エージング期間（ＡＰＤ）において、スキャンライン（ＳＬ１～ＳＬｎ
）の全てに第２スキャンハイ電圧（Ｖhigh２）が供給され、かつデータライン（ＤＬ１～
ＤＬｍ）の全てにロー電圧が供給される。そして、ＥＬセル３６の全体が逆バイアス状態
になることによりエージングされる。これによって、ＥＬパネル３０の寿命を延長できる
だけでなく、ライン欠陥などのような不良を防止できるようになる。
【００９６】
　図８は、本発明の実施形態の有機ＥＬ表示パネルの駆動方法によるスキャンライン及び
データラインの駆動波形を示すものである。
【００９７】
　本発明の実施形態の有機ＥＬ表示パネルの駆動方法は、駆動中にＥＬパネルをエージン
グするエージング期間（ＡＰＤ）を含む。例えば、図８のように、１フレーム（Ｆｉ）が
ＥＬセルをライン順に発光させるためのスキャン期間（ＳＰＤ）と、隣接した２つのスキ
ャンラインの電圧差によりＥＬセルがセルフ－エージングされるようにするエージング期
間（ＡＰＤ）を含む。このために、フレーム（Ｆｉ）の期間は、スキャン期間（ＳＰＤ）
とは別途であるエージング期間（ＡＰＤ）を確保できるように増加する。
【００９８】
　１フレーム（Ｆｉ）の中、スキャン期間（ＳＰＤ）では、ｎ個のスキャンライン（ＳＬ
１～ＳＬｎ）に順番に負極性のスキャンパルス、即ち、スキャンロー電圧（Ｖlow）が供
給され、残りの期間では、第１スキャンハイ電圧（Ｖhigh１）が供給される。そして、ス
キャンロー電圧（Ｖlow）が供給される期間毎に、ｍ個のデータライン（ＤＬ１～ＤＬｍ
）に正極性のデータ信号（例えば、電流）が供給される。これによって、スキャンロー電
圧（Ｖlow）と正極性のデータ信号により、順方向電圧が印加されたＥＬセルが発光して
、データ信号に相応する光を発生するようになる一方、第１スキャンハイ電圧（Ｖhigh１
）により逆方向電圧が印加されたＥＬセルは、発光しなくなる。
【００９９】
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　このようなスキャン期間（ＳＰＤ）の次のエージング期間（ＡＰＤ）では、スキャンラ
イン（ＳＬ１～ＳＬｎ）の各々が隣接したスキャンラインと電圧差を有することにより、
ＥＬセルがセルフ－エージングされる。言い換えると、エージング期間（ＡＰＤ）におい
て、奇数スキャンラインと偶数スキャンラインに相反するエージング電圧を印加して、互
いに電圧差を有するようにし、データライン（ＤＬ１～ＤＬｍ）はフローティング状態に
なることにより、ＥＬセルの各々は自分の状態によって任意の電圧がかかりながらセルフ
－エージングされる。
【０１００】
　例えば、図８に示すように、データライン（ＤＬ１～ＤＬｍ）はフローティングさせな
がら、奇数スキャンライン（ＳＬ１、ＳＬ３、 ・・・、ＳＬｎ-１）にハイエージング電
圧である第２スキャンハイ電圧（Ｖhigh２）を印加し、偶数スキャンライン（ＳＬ２、Ｓ
Ｌ４、・・・、ＳＬｎ）にローエージング電圧であるスキャンロー電圧（Ｖlow）を印加
する。または、奇数スキャンライン（ＳＬ１、ＳＬ３、・・・、ＳＬｎ-１）にスキャン
ロー電圧（Ｖlow）を、偶数スキャンライン（ＳＬ２、 ＳＬ４、・・・、ＳＬｎ）には第
２スキャンハイ電圧（Ｖhigh２）を印加する。これによって、ＥＬセルは隣接したスキャ
ンライン間の電圧差によりセルフ－エージングされる。ここで、ハイエージング電圧であ
る第２スキャンハイ電圧（Ｖhigh２）は、スキャン期間（ＳＰＤ）に印加されていた第１
スキャンハイ電圧（Ｖhigh１）より大きいか、または、同一の電圧に設定される。例えば
、第２スキャンハイ電圧（Ｖhigh２）は、第１スキャンハイ電圧（Ｖhigh１）より略１０
～２０％大きい電圧に設定される。
【０１０１】
　そして、エージング効率を高めるために同一のエージング期間（ＡＰＤ）内でスキャン
ライン（ＳＬ１～ＳＬｎ）の各々に供給されたエージング電圧が少なくとも一回は反転す
るように設定される。
【０１０２】
　例えば、図８に示すように、エージング期間（ＡＰＤ）を第１及び第２期間（Ａ１、A
２）に分割する。そして、第１期間（Ａ１）において、奇数スキャンライン（ＳＬ１、 
ＳＬ３、・・・、ＳＬｎ-１）に第２スキャンハイ電圧（Ｖhigh２）を印加し、偶数スキ
ャンライン（ＳＬ２、ＳＬ４、・・・、ＳＬｎ）にスキャンロー電圧（Ｖlow）を印加し
た場合、第２期間（A２）では、その電圧を反転させて、奇数スキャンライン（ＳＬ１、
ＳＬ３、・・・、ＳＬｎ-１）にスキャンロー 電圧（Ｖlow）を印加し、偶数スキャンラ
イン（ＳＬ２、ＳＬ４、・・・、ＳＬｎ）に第２スキャンハイ電圧（Ｖhigh２）を印加す
る。
【０１０３】
　このように、本発明の実施形態の有機ＥＬ表示装置の駆動方法は、１フレーム（Ｆｉ）
でＥＬセルの全体が、セルフ－エージングされるエージング期間（ＡＰＤ）を確保するこ
とにより、駆動中にもＥＬパネルをエージングできるようになる。従って、ＥＬパネルの
寿命を延長できると共に、ストレスによるライン欠陥などの不良を防止できるようになる
。
【０１０４】
　図９は、本発明の第３実施形態の有機ＥＬ表示パネルの駆動装置を示し、図１０は、そ
の駆動装置の駆動波形を示すものであり、図１１及び図１２は、エージング期間（ＡＰＤ
）でも図９に示したスキャンドライバの他の駆動波形を示すものである。
【０１０５】
　図９に示した有機ＥＬ表示パネルの駆動装置は、スキャンライン（ＳＬ１～ＳＬｎ）と
データライン（ＤＬ１～ ＤＬｍ）の交差部毎に形成されたＥＬセル１３６を備えるＥＬ
パネル１３０と、スキャンライン（ＳＬ１～ＳＬｎ）を駆動するスキャンドライバ１３２
と、データライン（ＤＬ１～ＤＬｍ）を駆動するデータドライバ１３４とを備える。
【０１０６】
　ＥＬパネル１３０に形成されたＥＬセル１３６の各々は、等価的に陽極であるデータラ
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イン（ＤＬ）と陰極であるスキャンライン（ＳＬ）との間に順方向に接続したダイオード
で表現される。このようなＥＬセル１３６の各々は、スキャン期間（ＳＰＤ）において、
スキャンライン（ＳＬ）にスキャンロー電圧（Ｖlow）が供給され、データライン（ＤＬ
）に正極性のデータ信号（電流）が供給されて、順方向電圧が印加されると発光してデー
タ信号に相応する光を発生し、第１スキャンハイ電圧（Ｖhigh１）により逆方向電圧が印
加されると、発光しなくなる。そして、ＥＬセル１３６の各々は、エージング期間（ＡＰ
Ｄ）において、データライン（ＤＬ１～ＤＬｎ）がフローティングされながら奇数スキャ
ンライン（ＳＬ１、ＳＬ３、・・・、ＳＬｎ-１）と偶数スキャンライン（ＳＬ２、ＳＬ
４、・・・、ＳＬｎ）に相反する電圧が印加されると、発光せずにセルフ－エージングさ
れる。
【０１０７】
　データドライバ１３４は、スキャン期間（ＳＰＤ）において、スキャンライン（ＳＬ１
～ＳＬｎ）がイネーブルされる期間毎に、ｍ個のデータライン（ＤＬ１～ＤＬｍ）にデー
タ信号を供給し、エージング期間（ＡＰＤ）では、データライン（ＤＬ１～ＤＬｍ）をフ
ローティングさせる。
【０１０８】
　スキャンドライバ１３２は、１フレーム（Ｆｉ）のスキャン期間（ＳＰＤ）では、図１
０のようにｎ個のスキャンライン（ＳＬ１～ＳＬｎ）に順番にスキャンロー電圧（Ｖlow
）を供給し、残りの期間では、第１スキャンハイ電圧（Ｖhigh１）を供給する。そして、
スキャンドライバ（１３２）は、１フレーム（Ｆｉ）のエージング期間（ＡＰＤ）におい
て、奇数スキャンライン（ＳＬ１、ＳＬ３、・・・、ＳＬｎ-１）と偶数スキャンライン
（ＳＬ２、ＳＬ４、・・・、ＳＬｎ）に相反するエージング電圧を供給する。
【０１０９】
　このために、スキャンドライバ１３２は、フレーム（Ｆi）単位で入力されたスタート
パルス（Ｖst）を順番にシフトさせながらｎ個の出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）を出力すると共
に、エージング期間（ＡＰＤ）を確保できるようにするシフトレジスタ１４０と、シフト
レジスタ１４０の出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）の各々をレベルシフティングしてスキャンライ
ン（ＳＬ１～ＳＬｎ）の各々に供給するレベルシフタ部１４２とを備える。
【０１１０】
　シフトレジスタ１４０は、スタートパルス（Ｖst）をシフトさせながらｎ個の出力信号
（Ｓ１～Ｓｎ）を出力するためのｎ個のステージ（ＳＴ１～ＳＴｎ）と、ｎ番目のステー
ジ（ＳＴｎ）の出力信号（Ｓｎ）をシフトさせながらエージング期間（ＡＰＤ）を確保で
きるようにするｋ個のダミーステージ（ＤＳＴ１～ＤＳＴｋ）を備える。
【０１１１】
　ｎ個のステージ（ＳＴ１～ＳＴｎ）とｋ個のダミーステージ（ＤＳＴ１～ＤＳＴｋ）は
、スタートパルス（Ｖst）の入力ラインに直列に接続され、クロック信号（ＣＬＫ）の入
力ラインに共通して接続される。第１～第ｎステージ（ＳＴ１～ＳＴｎ）は、スタートパ
ルス（Ｖst）をクロック信号（ＣＬＫ）によって順番にシフトさせて、図１０のように、
第１～第ｎ出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）をレベルシフタ部１４２に出力する。この際、ｎ個の
ステージ（ＳＴ１～ＳＴｎ）の出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）の各々は、次の段のステージのス
タートパルス入力ラインに供給される。ｋ個のダミーステージ（ＤＳＴ１～ＤＳＴｋ）は
、ｎ番目のステージ（ＳＴｎ）の出力信号（ＳＴｎ）をクロック信号（ＣＬＫ）によって
順番にシフトさせる。このようなｋ個のダミーステージ（ＤＳＴ１～ＤＳＴｋ）の各々の
出力信号（ＤＳ１～ＤＳｋ）は、レベルシフタ部１４２に出力されなくて、次の段のダミ
ーステージのスタートパルス入力ラインのみに供給される。これによって、各フレーム（
Ｆｉ）は、図１０のように、第１～第ｎステージ（ＳＴ１～ＳＴｎ）がイネーブル電圧で
あるロー電圧の出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）を順番に出力するスキャン期間（ＳＰＤ）とは別
途に、ダミーステージ（ＤＳＴ１～ＤＳＴｋ）がロー電圧の出力信号（DＳ１～ＤＳｋ）
を順番に出力するダミー期間をエージング期間（ＡＰＤ）で確保するようになる。このよ
うなエージング期間の間（ＡＰＤ）、第１～第ｎステージ（ＳＴ１～ＳＴｎ）は、全てハ
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イ電圧の出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）を出力する。
【０１１２】
　レベルシフタ部１４２は、ｎ個のステージ（ＳＴ１～ＳＴｎ）とｎ個のスキャンライン
（ＳＬ１～ＳＬｎ）との間に各々接続したｎ個のレベルシフタ（ＬＳ１～ＬＳｎ）を備え
る。レベルシフタ（ＬＳ１～ＬＳｎ）は、図１０のように、スキャン期間（ＳＰＤ）にお
いて、シフトレジスタ１４０の出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）のイネーブル電圧であるロー電圧
が入力されると、スキャンロー電圧（Ｖlow）を印加し、ディスイネーブル電圧であるハ
イ電圧が入力されると、第１スキャンハイ電圧（Ｖhigh１）を選択してスキャンライン（
ＳＬ１～ＳＬｎ）の各々に供給する。そして、レベルシフタ（ＬＳ１～ＬＳｎ）は、図１
０のようにエージング期間（ＡＰＤ）において、シフトレジスタ１４０の出力信号（Ｓ１
～Ｓｎ）のハイ電圧が入力されると、第２スキャンハイ電圧（Ｖhigh２）とスキャンロー
電圧（Ｖlow）を利用して奇数スキャンライン（ＳＬ１、ＳＬ３、・・・、ＳＬｎ-１）と
偶数スキャンライン（ＳＬ２、ＳＬ４、・・・、ＳＬｎ）に相反する電圧を印加する。ま
た、エージング効率を高めるために、そのエージング期間（ＡＰＤ）内で奇数スキャンラ
イン（ＳＬ１、ＳＬ３、・・・、ＳＬｎ-１）と偶数スキャンライン（ＳＬ２、ＳＬ４、 
・・・、ＳＬｎ）に電圧が少なくとも一回は反転するようにする。
【０１１３】
　例えば、図１０のように、エージング期間（ＡＰＤ）の中、第１期間（Ａ１）で奇数ス
キャンライン（ＳＬ１、ＳＬ３、・・・、ＳＬｎ-１）に第２スキャンハイ電圧（Ｖhigh
２）を、偶数スキャンライン（ＳＬ２、ＳＬ４、・・・、ＳＬｎ）にスキャンロー電圧（
Ｖlow）を印加した場合、第２期間（A２）では、その電圧を反転させて奇数スキャンライ
ン（ＳＬ１、ＳＬ３、・・・、ＳＬｎ-１）にスキャンロー電圧（Ｖlow）を印加し、偶数
スキャンライン（ＳＬ２、ＳＬ４、・・・、ＳＬｎ）に第２スキャンハイ電圧（Ｖhigh２
）を印加する。
【０１１４】
　これに反して、図１１のように、エージング期間（ＡＰＤ）をシフトレジスタ１４０の
ダミーステージ（ＤＳＴ１～ＤＳＴｋ）が順番にイネーブル電圧であるロー電圧を出力す
る第１～第ｋ期間（Ａ１～Aｋ）に分割する。そして、奇数スキャンライン（ＳＬ１、Ｓ
Ｌ３、・・・、ＳＬｎ-１; ＳＬodd）と偶数スキャンライン（ＳＬ２、ＳＬ４、・・・、
ＳＬｎ; ＳＬeven）に印加された相反する電圧（Ｖhigh２、 Ｖlow）が、その第１～第ｋ
期間（Ａ１～Ａｋ）の境界地点毎に反転する。
【０１１５】
　また、図１２のように、奇数スキャンライン（ＳＬ１、ＳＬ３、・・・、ＳＬｎ-１; 
ＳＬodd）と偶数スキャンライン（ＳＬ２、ＳＬ４、・・・、ＳＬｎ; ＳＬeven）に 印加
された相反する電圧（Ｖhigh２、 Ｖlow）が第１～第ｋ期間（Ａ１～Ａｋ）の各々のうち
でもう一回反転するようにする。言い換えると、奇数スキャンライン（ＳＬodd）と偶数
スキャンライン（ＳＬeven）に印加されるエージング電圧の反転周期が、そのエージング
期間（ＡＰＤ）の各分割期間（Ａｉ）と同一にする。
【０１１６】
　このようなレベルシフタ部１４２には、図９のように、第１及び第２スキャンハイ電圧
（Ｖhigh１、Ｖhigh２）がスキャンロー電圧（Ｖlow）と共に、電源部で各々生成して互
いに異なる電源ラインを通じて入力できる。これに反して、電源部では、第２スキャンハ
イ電圧（Ｖhigh２）とスキャンロー電圧（low）のみ各々生成してレベルシフタ部１４２
に入力できる。この場合、レベルシフタ部１４２は、エージング期間（ＡＰＤ）の場合、
第２スキャンハイ電圧（Ｖhigh２）をそのまま利用して、スキャン期間（ＳＰＤ）の場合
、第２スキャンハイ電圧（Ｖhigh２）を抵抗などを通じて第１スキャンハイ電圧（Ｖhigh
１）に電圧降下させた後、利用する。
【０１１７】
　図１３は、本発明の第４実施形態の有機ＥＬ表示パネルの駆動装置を示し、図１４は、
その駆動装置の駆動波形を示すものである。
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【０１１８】
　図１３に示した有機ＥＬ表示パネルの駆動装置は、図９に示した駆動装置と対比してス
キャンドライバ１５２のシフトレジスタ１６０が、ダミーステージ（ＤＳＴ）なしにｎ個
のステージ（ＳＴ１～ＳＴｎ）のみを有することを以外は、同一の構成要素を備える。従
って、重複される構成要素に対する説明は省略する。
【０１１９】
　スキャンドライバ１５２は、フレーム（Ｆｉ）単位で入力されたスタートパルス（Ｖst
）を順番にシフトさせながらｎ個の出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）を出力するシフトレジスタ１
６０と、シフトレジスタ１６０の出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）の各々をレベルシフトしてスキ
ャンライン（ＳＬ１～ＳＬｎ）の各々に供給するレベルシフタ部１６２とを備える。
【０１２０】
　シフトレジスタ１６０に備えられたｎ個のステージ（ＳＴ１～ＳＴｎ）は、スタートパ
ルス（Ｖst）をクロック信号（ＣＬＫ）により順番にシフトさせて、図１４のように、第
１～第ｎ出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）をレベルシフタ部１６２に出力し、その出力信号（Ｓ１
～Ｓｎ）の各々は、次の段のステージのスタートパルス入力ラインに供給される。これに
よって、図１４のように、第１～第ｎステージ（ＳＴ１～ＳＴｎ）がロー電圧の出力信号
（Ｓ１～Ｓｎ）を順番に出力する。このようなスキャン期間（ＳＰＤ）の次にエージング
期間（ＡＰＤ）を確保できるように、次のフレーム（Ｆｉ+１）のスタートパルス（Ｖst
）供給時点が遅延される。このようなエージング期間の間（ＡＰＤ）、第１～第ｎステー
ジ（ＳＴ１～ＳＴｎ）は全てハイ電圧の出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）を出力する。
【０１２１】
　レベルシフタ部１６２に備えられたｎ個のレベルシフタ（ＬＳ１～ＬＳｎ）は、図１４
のように、スキャン期間（ＳＰＤ）において、シフトレジスタ１６０の出力信号（Ｓ１～
Ｓｎ）のロー電圧が入力されると、スキャンロー電圧（Ｖlow）を供給し、ハイ電圧が入
力すると、第１スキャンハイ電圧（Ｖhigh１）を選択し、スキャンライン（ＳＬ１～ＳＬ
ｎ）の各々に供給する。そして、レベルシフタ（ＬＳ１～ＬＳｎ）は、図１４のように、
エージング期間（ＡＰＤ）において、シフトレジスタ１６０の出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）の
ハイ電圧が入力すると、第２スキャンハイ電圧（Ｖhigh２）とスキャンロー電圧（Ｖlow
）を利用して、奇数スキャンライン（ＳＬ１、ＳＬ３、・・・、ＳＬｎ-１）と偶数スキ
ャンライン（ＳＬ２、ＳＬ４、・・・、ＳＬｎ）に相反する電圧を印加する。また、エー
ジング効率を高めるために、そのエージング期間（ＡＰＤ）内で奇数スキャンライン（Ｓ
Ｌ１、ＳＬ３、・・・、ＳＬｎ-１）と偶数スキャンライン（ＳＬ２、ＳＬ４、・・・、
ＳＬｎ）に電圧が少なくとも一回は反転するようにする。
【０１２２】
　例えば、図１４のように、エージング期間（ＡＰＤ）の中、第１期間（Ａ１）において
、奇数スキャンライン（ＳＬ１、ＳＬ３、・・・、ＳＬｎ-１）に第２スキャンハイ電圧
（Ｖhigh２）を印加し、偶数スキャンライン（ＳＬ２、ＳＬ４、・・・、ＳＬｎ）にスキ
ャンロー電圧（Ｖlow）を印加した場合、第２期間（Ａ２）ではその電圧を反転させて、
奇数スキャンライン（ＳＬ１、ＳＬ３、・・・、ＳＬｎ-１）にスキャンロー電圧（Ｖlow
）を印加し、偶数スキャンライン（ＳＬ２、ＳＬ４、・・・、ＳＬｎ）に第２スキャンハ
イ電圧（Ｖhigh２）を印加する。
【０１２３】
　これによって、エージング期間（ＡＰＤ）において、データライン（ＤＬ１～ＤＬｍ）
になりながら隣接したスキャンライン間に相反する電圧により電圧差を有することにより
、ＥＬセル１３６の全体がセルフ－エージングされる。これによって、ＥＬパネル１３０
の寿命を延長できるだけでなく、ライン欠陥などのような不良を防止できるようになる。
図１５は、本発明の実施形態の有機ＥＬ表示装置の駆動方法を説明するためのスキャンラ
イン及びデータラインの駆動波形を示すものである。
【０１２４】
　本発明の実施形態の有機ＥＬ表示装置の駆動方法は、駆動中にＥＬパネルをエージング
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するエージング期間（ＡＰＤ）を含む。例えば、図１５のように、１フレーム（Ｆｉ）が
ＥＬセルをライン順に発光させるためのスキャン期間（ＳＰＤ）と、隣接した２つのスキ
ャンラインの電圧差によりＥＬセルがセルフ－エージングされるエージング期間（ＡＰＤ
）とを含む。このために、フレーム（Ｆｉ）の期間は、スキャン期間（ＳＰＤ）とは別途
のエージング期間（ＡＰＤ）を確保できるように増加する。
【０１２５】
　１フレーム（Ｆｉ）中、スキャン期間（ＳＰＤ）では、ｎ個のスキャンライン（ＳＬ１
～ＳＬｎ）に順番に陰極性のスキャンパルス、即ち、スキャンロー電圧（Ｖlow）が供給
され、残りの期間に第１スキャンハイ電圧（Ｖhigh１）が供給される。そして、スキャン
ロー電圧（Ｖlow）が供給される期間毎に、ｍ個のデータライン（ＤＬ１～ＤＬｍ）に正
極性のデータ信号（例えば、電流）が供給される。これによって、スキャンロー電圧（Ｖ
low）と正極性のデータ信号により、順方向電圧が印加されたＥＬセルが発光してデータ
信号に相応する光を発生する一方、第１スキャンハイ電圧（Ｖhigh１）により逆方向電圧
が印加されたＥＬセルは、発光しなくなる。
【０１２６】
　このようなスキャン期間（ＳＰＤ）の次のエージング期間（ＡＰＤ）では、データライ
ン（ＤＬ１～ＤＬｍ）を全てフローティングさせながらスキャンライン（ＳＬ１～ＳＬｎ
）の各々が隣接したスキャンラインと電圧差を有することにより、ＥＬセルは、自分の状
態によって任意の電圧がかかりながらセルフ－エージングされる。特に、奇数スキャンラ
イン（ＳＬ１、ＳＬ３、・・・、ＳＬｎ-１）と偶数スキャンライン（ＳＬ２、ＳＬ４、
・・・、ＳＬｎ）との間に電圧差を有するように多段階に可変するエージング電圧を供給
してセルフ－エージング効率を向上させて、その結果、ＥＬセルはより安定化できるよう
になる。
例えば、図１５に示すように、エージング期間（ＡＰＤ）において、第１～第５ステップ
（Ａ１～Ａ５）に亘って奇数スキャンライン（ＳＬ１、 ＳＬ３、・・・、ＳＬｎ-１）に
はスキャンロー電圧（Ｖlow）、中間電圧（Ｖmiddle）、第２スキャンハイ電圧（Ｖhigh
２）、中間電圧（Ｖmiddle）、スキャンロー電圧（Ｖlow）に順番に変化するエージング
電圧が供給される。この際、偶数スキャンライン（ＳＬ２、ＳＬ４、・・・、ＳＬｎ）に
は上記奇数スキャンライン（ＳＬ１、ＳＬ３、・・・、ＳＬｎ-１）と反対に第２スキャ
ンハイ電圧（Ｖhigh２）、中間電圧（Ｖmiddle）、スキャンロー電圧（Ｖlow）、 中間電
圧（Ｖmiddle）、第２スキャンハイ電圧（Ｖhigh２）に順番に変化するエージング電圧が
供給される。ここで、ハイエージング電圧である第２スキャンハイ電圧（Ｖhigh２）はス
キャン期間（ＳＰＤ）に印加されていた第１スキャンハイ電圧（Ｖhigh１）より大きいか
、または、同じく設定される。例えば、第２スキャンハイ電圧（Ｖhigh２）は、第１スキ
ャンハイ電圧（Ｖhigh１）より略１０～２０％大きい電圧に設定される。このようなエー
ジング期間（ＡＰＤ）において、データライン（ＤＬ１～ＤＬｍ）はフローティングされ
る。
【０１２７】
　これによって、データライン（ＤＬ１～ＤＬｍ）がフローティングされたＥＬセルは、
隣接したスキャンライン、即ち奇数スキャンライン（ＳＬ１、ＳＬ３、・・・、ＳＬｎ-
１）と偶数スキャンライン（ＳＬ２、ＳＬ４、・・・、ＳＬｎ）との間の電圧差によりセ
ルフ－エージングされる。また、前記エージング期間（ＡＰＤ）内には、奇数スキャンラ
イン（ＳＬ１、ＳＬ３、・・・、ＳＬｎ-１）と偶数スキャンライン（ＳＬ２、ＳＬ４、
・・・、ＳＬｎ）の電圧が中間電圧（Ｖmiddle）に同一になる中和ステップを含む。この
ような中和ステップによりＥＬパネルの内部に形成された寄生キャパシタを減らすように
なる。
【０１２８】
　そして、本発明のエージング期間（ＡＰＤ）において、スキャンライン（ＳＬ１～ＳＬ
ｎ）に供給できる駆動波形は、図１６～図１８Ｂに示すように多様である。
【０１２９】
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　図１６を参照すると、エージング期間（ＡＰＤ）において、奇数スキャンライン（ＳＬ
１、ＳＬ３、・・・、ＳＬｎ-１; ＳＬodd）に第１～第２ｉステップ（Ａ１～Ａ２ｉ）に
可変するエージング電圧（ＡＶ１～ＡＶｉ）が、偶数スキャンライン（ＳＬ２、ＳＬ４、
・・・、ＳＬｎ; ＳＬeven）に、奇数スキャンライン（ＳＬodd）と相反する方向に第１
～第２ｉステップ（Ａ１～Ａ２ｉ）に可変するエージング電圧（ＡＶｉ～ＡＶ１）が供給
される。
【０１３０】
　具体的に、奇数スキャンライン（ＳＬodd）には、エージング期間（ＡＰＤ）の第１～
第２ｉステップ（Ａ１～Ａ２ｉ）に亘ってＡＶ１、ＡＶ２－、・・・ＡＶｉ-１、Ａｉの
順に減少していたら、ＡＶｉ-１、・・・ＡＶ２、ＡＶ１の順にまた増加するエージング
電圧が供給される。逆に、偶数スキャンライン（ＳＬeven）には、ＡＶｉ、ＡＶｉ-１、
・・・ＡＶ２、ＡＶ１の順に増加していたら、ＡＶ２、・・・ＡＶｉ-１、ＡＶｉの順に
また減少するエージング電圧が供給される。これによって、奇数及び偶数スキャンライン
（ＳＬodd、ＳＬeven）間の電圧差が第１～第２ｉステップ（Ａ１～Ａ２ｉ）別に変わる
ようになる。言い換えると、図１６のように、第１～第ｉステップ（Ａ１～Ａｉ）では、
奇数及び偶数のスキャンライン（ＳＬodd、 ＳＬeven）間の電圧差が順番に減少するよう
になり、第ｉ+１～第２ｉステップ（Ａｉ+１～Ａ２ｉ）では、その電圧差が順番に増加さ
れながらＥＬセルが効果的にセルフ－エージングされるようにする。また、図１６と反対
に奇数及び偶数スキャンライン（ＳＬodd、ＳＬeven）に多段階のエージング電圧（Ａ１
～Ａｉ）が供給された場合、奇数及び偶数スキャンライン（ＳＬodd、ＳＬeven）間の電
圧差は前記と反対に順番に増加していたら減少するようになりながら、ＥＬセルが效果的
にセルフ－エージングされるようにする。
【０１３１】
　そして、このようなエージング期間（ＡＰＤ）は、多段階のエージング電圧（Ａ１～Ａ
ｉ）の中、中間エージング電圧で奇数及び偶数スキャンライン（ＳＬodd、ＳＬeven）が
同一になる。従ってこのＡＰＤ期間は、ＥＬパネルの内部の寄生キャパシタを減少させる
中和ステップを少なくとも一回含む。
【０１３２】
　また、多段階のエージング電圧（ＡＶ１～ＡＶｉ）は、図１７Ａ～図１８Ｂに示すよう
に、奇数及び偶数のスキャンライン（ＳＬodd、ＳＬeven）の中のいずれか一つのみに供
給され、残りのスキャンラインは最低のエージング電圧（ＡＶ１）、即ち、スキャンロー
電圧（Ｖlow）に固定されることも可能である。
【０１３３】
　具体的に、図１７Ａのように、偶数スキャンライン（ＳＬeven）は、スキャンロー電圧
（Ｖlow）に固定され、奇数スキャンライン（ＳＬodd）には、第１～第２ｉステップ（Ａ
１～Ａ２ｉ）に亘ってＡＶ１、ＡＶ２、・・・ＡＶｉ-１、Ａｉ、ＡＶｉ-１、・・・ＡＶ
２、ＡＶ１の順に、または、図１７Ｂのように、ＡＶｉ、ＡＶｉ-１、・・・ＡＶ２、Ａ
Ｖ１、ＡＶ２、・・・ＡＶｉ-１、ＡＶｉの順に可変するエージング電圧が供給される。
【０１３４】
　逆に、図１８Ａのように、奇数スキャンライン（ＳＬodd）は、スキャンロー電圧（Ｖl
ow）に固定され、偶数スキャンライン（ＳＬeven）には、第１～第２ｉステップ（Ａ１～
Ａ２ｉ）に亘ってＡＶ１、ＡＶ２、・・・、ＡＶｉ-１、Ａｉ、ＡＶｉ-１、・・・、ＡＶ
２、ＡＶ１の順に、または、図１７Ｂのように、ＡＶｉ、ＡＶｉ-１、・・・、ＡＶ２、
ＡＶ１、ＡＶ２、・・・、ＡＶｉ-１、ＡＶｉの順に可変するエージング電圧が供給され
る。
これによって、奇数及び偶数スキャンライン（ＳＬodd、ＳＬeven）間の電圧差が第１～
第２ｉステップ（Ａ１～Ａ２ｉ）別に変わるようになる。言い換えると、図１７Ａ及び図
１８Ｂのように、第１～第２ｉステップ（Ａ１～Ａ２ｉ）では、奇数及び偶数のスキャン
ライン（ＳＬodd、ＳＬeven）間の電圧差が順番に減少して増加しながらＥＬセルが效果
的にセルフ－エージングされる。逆に、図１７Ｂ及び図１８Ａのように、奇数及び偶数の
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スキャンライン（ＳＬodd、ＳＬeven）間の電圧差は、前記と反対に順番に増加して減少
しながら、ＥＬセルが效果的にセルフ－エージングされる。
【０１３５】
　そして、このようなエージング期間（ＡＰＤ）は、多段階のエージング電圧（Ａ１～Ａ
ｉ）の中、最低のエージング電圧（ＡＶｉ）、即ち、スキャンロー電圧（Ｖlow）に奇数
及び偶数のスキャンライン（ＳＬodd、ＳＬeven）が同一になる。従ってＡＰＤ期間は、
ＥＬパネルの内部の寄生キャパシタを減少させる中和ステップを少なくとも一回含む。
【０１３６】
　加えて、本発明のエージング期間（ＡＰＤ）では、前述の第１～第２ｉステップを繰り
返せることも可能である。
【０１３７】
　このように、本発明の実施形態の有機ＥＬ表示装置の駆動方法は、１フレーム（Ｆｉ）
でＥＬセルの全体が多段階にセルフ－エージングされるエージング期間（ＡＰＤ）を確保
することにより、駆動中にもＥＬパネルをエージングできる。従って、ＥＬパネルの寿命
を延長できると共に、ストレスによるライン欠陥などのような不良を防止できる。
【０１３８】
　図１９は、本発明の第５実施形態の有機ＥＬ表示パネルの駆動装置を示し、図２０は、
その駆動装置の駆動波形を示すものである。
【０１３９】
　図１９に示した有機ＥＬ表示パネルの駆動装置は、スキャンライン（ＳＬ１～ＳＬｎ）
とデータライン（ＤＬ１～ＤＬｍ）との交差部毎に形成されたＥＬセル２３６を備えるＥ
Ｌパネル２３０と、スキャンライン（ＳＬ１～ＳＬｎ）を駆動するスキャンドライバ２３
２と、データライン（ＤＬ１～ＤＬｍ）を駆動するデータドライバ２３４とを備える。
【０１４０】
　ＥＬパネル２３０に形成されたＥＬセル２３６の各々は、等価的に陽極であるデータラ
イン（ＤＬ）と陰極であるスキャンライン（ＳＬ）との間に順方向に接続したダイオード
で表現される。このようなＥＬセル２３６の各々は、スキャン期間（ＳＰＤ）において、
スキャンライン（ＳＬ）にスキャンロー電圧（Ｖlow）が供給され、データライン（ＤＬ
）に正極性のデータ信号（電流）が供給されて順方向電圧が印加されると、発光してデー
タ信号に相応する光を発生し、第１スキャンハイ電圧（Ｖhigh１）により逆方向電圧が印
加されると、発光しなくなる。そして、ＥＬセル２３６の各々は、エージング期間（ＡＰ
Ｄ）において、データライン（ＤＬ１～ＤＬｎ）がフローティングされながら奇数スキャ
ンライン（ＳＬ１、ＳＬ３、・・・、ＳＬｎ-１）と偶数スキャンライン（ＳＬ２、ＳＬ
４、・・・、ＳＬｎ）に多段階に可変する電圧差を有すると発光せずにセルフ－エージン
グされる。
【０１４１】
　データドライバ２２４は、スキャン期間（ＳＰＤ）において、スキャンライン（ＳＬ１
～ＳＬｎ）がイネーブルされる期間毎に、ｍ個のデータライン（ＤＬ１～ＤＬｍ）にデー
タ信号を供給し、エージング期間（ＡＰＤ）では、データライン（ＤＬ１～ＤＬｍ）をフ
ローティングさせる。
【０１４２】
　スキャンドライバ２３２は、１フレーム（Ｆｉ）のスキャン期間（ＳＰＤ）では、図２
０のように、ｎ個のスキャンライン（ＳＬ１～ＳＬｎ）に順番にスキャンロー電圧（Ｖlo
w）を供給し、残りの期間では第１スキャンハイ電圧（Ｖhigh１）を供給する。そして、
スキャンドライバ２３２は１フレーム（Ｆｉ）のエージング期間（ＡＰＤ）において、奇
数スキャンライン（ＳＬ１、ＳＬ３、・・・、ＳＬｎ-１）と偶数スキャンライン（ＳＬ
２、ＳＬ４、・・・、ＳＬｎ）が多段階の電圧差を有するように、多段階に可変されるエ
ージング電圧を供給する。
【０１４３】
　このために、スキャンドライバ２３２はフレーム（Ｆｉ）単位で入力されたスタートパ
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ルス（Ｖst）を順番にシフトさせながらｎ個の出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）を出力すると共に
、エージング期間（ＡＰＤ）を確保できるようにするシフトレジスタ２４０と、シフトレ
ジスタ２４０の出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）の各々をレベルシフトしてスキャンライン（ＳＬ
１～ＳＬｎ）の各々に供給するレベルシフタ部２４２とを備える。
【０１４４】
　シフトレジスタ２４０は、スタートパルス（Ｖst）をシフトさせながらｎ個の出力信号
（Ｓ１～Ｓｎ）を出力するためのｎ個のステージ（ＳＴ１～ＳＴｎ）と、ｎ番目のステー
ジ（ＳＴｎ）の出力信号（Ｓｎ）をシフトさせながらエージング期間（ＡＰＤ）を確保で
きるようにするｋ個のダミーステージ（ＤＳＴ１～ＤＳＴｋ）とを備える。
【０１４５】
　ｎ個のステージ（ＳＴ１～ＳＴｎ）とｋ個のダミーステージ（ＤＳＴ１～ＤＳＴｋ）は
、スタートパルス（Ｖst）の入力ラインに直列に接続され、クロック信号（ＣＬＫ）の入
力ラインに共通に接続される。第１～第ｎステージ（ＳＴ１～ＳＴｎ）は、スタートパル
ス（Ｖst）をクロック信号（ＣＬＫ）によって順番にシフトさせて、図２０のように、第
１～第ｎ出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）をレベルシフタ部２４２に出力する。この際、ｎ個のス
テージ（ＳＴ１～ＳＴｎ）の出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）の各々は、次の段のステージのスタ
ートパルス入力ラインに供給される。ｋ個のダミーステージ（ＤＳＴ１～ＤＳＴｋ）は、
ｎ番目のステージ（ＳＴｎ）の出力信号（ＳＴｎ）をクロック信号（ＣＬＫ）によって順
番にシフトさせる。このようなｋ個のダミーステージ（ＤＳＴ１～ＤＳＴｋ）の各々の出
力信号（ＤＳ１～ＤＳｋ）は、レベルシフタ部２４２に出力されなくて、次の段のダミー
ステージのスタートパルス入力ラインのみに供給される。これによって、各フレーム（Ｆ
ｉ）は、図２０のように、第１～第ｎステージ（ＳＴ１～ＳＴｎ）がイネーブル電圧であ
るロー電圧の出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）を順番に出力するスキャン期間（ＳＰＤ）とは別途
に、ダミーステージ（ＤＳＴ１～ＤＳＴｋ）がロー電圧の出力信号（DＳ１～ＤＳｋ）を
順番に出力するダミー期間をエージング期間（ＡＰＤ）に確保できるようになる。このよ
うなエージング期間の間（ＡＰＤ）、第１～第ｎステージ（ＳＴ１～ＳＴｎ）は、全てハ
イ電圧の出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）を出力する。
【０１４６】
　レベルシフタ部２４２は、ｎ個のステージ（ＳＴ１～ＳＴｎ）とｎ個のスキャンライン
（ＳＬ１～ＳＬｎ）との間に各々接続したｎ個のレベルシフタ（ＬＳ１～ＬＳｎ）を備え
る。レベルシフタ（ＬＳ１～ＬＳｎ）は、図２０のように、スキャン期間（ＳＰＤ）にお
いて、シフトレジスタ２４０の出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）のイネーブル電圧であるロー電圧
が入力されると、スキャンロー電圧（Ｖlow）を供給し、ディスエーブル電圧であるハイ
電圧が入力されると第１スキャンハイ電圧（Ｖhigh１）を選択して、スキャンライン（Ｓ
Ｌ１～ＳＬｎ）の各々に供給する。そして、レベルシフタ（ＬＳ１～ＬＳｎ）は、図２０
のように、エージング期間（ＡＰＤ）において、シフトレジスタ２４０の出力信号（Ｓ１
～Ｓｎ）のハイ電圧が入力されると、奇数スキャンライン（ＳＬ１、ＳＬ３、・・・ Ｓ
Ｌｎ-１）と偶数スキャンライン（ＳＬ２、ＳＬ４、・・・、ＳＬｎ）に相反する方向に
可変するエージング電圧を段階的に印加する。
【０１４７】
　例えば、図１５及び図２０のように、第１～第５ステップ（Ａ１～Ａ５）に亘って奇数
スキャンライン（ＳＬ１、ＳＬ３、・・・、ＳＬｎ-１）にはＶhigh２、Ｖmiddle、Ｖlow
、Ｖmiddle、Ｖhigh２の順に可変して、偶数スキャンライン（ＳＬ２、ＳＬ４、・・・、
ＳＬｎ）にはＶlow、Ｖmiddle、Ｖhigh２、Ｖmiddle、Ｖlowの順に可変するエージング電
圧が供給されるか、または、図１６～図８Ｂのように、第１～第２ｉステップに可変され
るエージング電圧（ＡＶ１～ＡＶｉ）が供給される。
【０１４８】
　このために、レベルシフタ部２４３は多段階のエージング電圧（ＡＶ１～ＡＶｉ）を全
て入力して利用するか、または、最高エージング電圧（ＡＶ１）と最低のエージング電圧
（ＡＶｉ）のみを入力した後、分圧抵抗で最高エージング電圧（ＡＶ１）を分圧して利用
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するようになる。
【０１４９】
　そして、エージング期間（ＡＰＤ）を分割する多段階（Ａ１～Ａｉ）は、図２０のよう
に、エージング期間（ＡＰＤ）をシフトレジスタ２４０のダミーステージ（ＤＳＴ１～Ｄ
ＳＴｋ）の各々がイネーブル電圧であるロー電圧を出力する期間に区分されることができ
る。
【０１５０】
　図２１は、本発明の第６実施形態の有機ＥＬ表示パネルの駆動装置を示し、図２２は、
その駆動装置の駆動波形を示すものである。
【０１５１】
　図２１に示した有機ＥＬ表示パネルの駆動装置は、図１９に示した駆動装置と対比して
スキャンドライバ２５２のシフトレジスタ２６０がダミーステージ（ＤＳＴ）なしにｎ個
のステージ（ＳＴ１～ＳＴｎ）のみを備えることを除いては、同一の構成要素を備える。
従って、重複される構成要素に対する説明は省略する。
【０１５２】
　スキャンドライバ２５２は、フレーム（Ｆｉ）単位で入力されたスタートパルス（Ｖst
）を順番にシフトさせながらｎ個の出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）を出力するシフトレジスタ２
６０と、シフトレジスタ２６０の出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）の各々をレベルシフティングし
てスキャンライン（ＳＬ１～ＳＬｎ）の各々に供給するレベルシフタ部２６２とを備える
。
【０１５３】
　シフトレジスタ２６０に備えられたｎ個のステージ（ＳＴ１～ＳＴｎ）は、スタートパ
ルス（Ｖst）をクロック信号（ＣＬＫ）によって順番にシフトさせて、図２２のように、
第１～第ｎ出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）をレベルシフタ部２６２に出力し、その出力信号（Ｓ
１～Ｓｎ）の各々は、次の段のステージのスタートパルス入力ラインに供給される。これ
によって、図２２のように、第１～第ｎステージ（ＳＴ１～ＳＴｎ）がロー電圧の出力信
号（Ｓ１～Ｓｎ）を順番に出力する。このようなスキャン期間（ＳＰＤ）の次にエージン
グ期間（ＡＰＤ）を確保できるように、次のフレーム（Ｆｉ+１）のスタートパルス（Ｖs
t）の供給時点が遅延される。このようなエージング期間の間（ＡＰＤ）、第１～第ｎス
テージ（ＳＴ１～ＳＴｎ）は、全てハイ電圧の出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）を出力する。
【０１５４】
　レベルシフタ部２６２に備えられたｎ個のレベルシフタ（ＬＳ１～ＬＳｎ）は、図２２
のように、スキャン期間（ＳＰＤ）において、シフトレジスタ２６０の出力信号（Ｓ１～
Ｓｎ）のロー電圧が入力されると、スキャンロー電圧（Ｖlow）を供給し、ハイ電圧が入
力されると第１スキャンハイ電圧（Ｖhigh１）を選択して、スキャンライン（ＳＬ１～Ｓ
Ｌｎ）の各々に供給する。そして、レベルシフタ（ＬＳ１～ＬＳｎ）は、図２２のように
、エージング期間（ＡＰＤ）において、シフトレジスタ２４０の出力信号（Ｓ１～Ｓｎ）
のハイ電圧が入力されると奇数スキャンライン（ＳＬ１、ＳＬ３、・・・、ＳＬｎ-１）
と偶数スキャンライン（ＳＬ２、ＳＬ４、・・・、ＳＬｎ）に相反する方向に可変される
エージング電圧を段階的に印加する。
【０１５５】
　例えば、図１６及び図２２のように、第１～第５ステップ（Ａ１～Ａ５）に亘って奇数
スキャンライン（ＳＬ１、ＳＬ３、・・・、ＳＬｎ-１）にはＶhigh２、Ｖmiddle、Ｖlow
、Ｖmiddle、Ｖhigh２の順に可変し、偶数スキャンライン（ＳＬ２、ＳＬ４、・・・、Ｓ
Ｌｎ）には、Ｖlow、Ｖmiddle、Ｖhigh２、Ｖmiddle、Ｖlowの順に可変するエージング電
圧が供給されるか、または、図１６～図１８Ｂのように、第１～第２ｉステップに可変さ
れるエージング電圧（ＡＶ１～ＡＶｉ）が供給される。
【０１５６】
　これによって、エージング期間（ＡＰＤ）において、データライン（ＤＬ１～ＤＬｍ）
になりながら隣接したスキャンライン間に多段階の電圧差を有することにより、ＥＬセル
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３６の全体がセルフ－エージングされる。これによって、ＥＬパネル３０の寿命を延長で
きるだけでなく、ライン欠陥などのような不良を防止できるようになる。
【０１５７】
　図２３は本発明の第７実施形態の有機EL表示装置の駆動方法を説明するためのスキャン
ライン及びデータラインの駆動波形を示す図面である。
【０１５８】
　本発明の第７実施形態の有機EL表示装置の駆動方法は、駆動中にELパネルをエージング
させるエージング期間（APD）を含む。例えば、図３のように一フレーム（Fi）がELセル
をライン順に発光させるためのスキャン期間（ＳＰＤ）と、隣接した二つのデータライン
の電圧差によってELセルがセルフエージングされるようにするエージング期間（APD）を
含む。このために、フレーム（Fi）期間はスキャン期間（ＳＰＤ）とは別途のエージング
期間（APD）を確保するように増加される。
【０１５９】
　一フレーム（Fi）の中、スキャン期間（ＳＰＤ）には、ｎ個のスキャンライン（ＳＬ１
～ＳＬｎ）に順番に負極製のスキャンパルス、即ち、スキャンロー電圧（Ｖlow）が供給
されるし、残りの期間には、スキャンハイ電圧（Vhigh）が供給される期間ごとにｍ個の
データライン（ＤＬ１～ＤＬｍ）に正極性のデータ信号（例えば、電流）が供給される。
これによって、スキャンロー電圧（Ｖlow）と正極性のデータ信号により順方向電圧が印
加されたＥＬセルが発光してデータ信号に相応する光を発生する一方、スキャンハイ電圧
（Ｖhigh１）により逆方向電圧が印加されたＥＬセルは発光しなくなる。
【０１６０】
　このようなスキャン期間（ＳＰＤ）の次のエージング期間（ＡＰＤ）では、スキャンラ
イン（ＳＬ１～ＳＬｎ）の全てをフローティングさせながら、データライン（ＤＬ１～Ｄ
Ｌｍ）の各々が隣接したデータラインと電圧差を有することによって、ELセルは自分の状
態によって任意の電圧がかけられることによりセルフエージングされる。その結果、ELセ
ルは更に安定化されるようになる。
　例えば、エージング期間（APD)で各サブ画素（ＲＧＢ）に連結されたデータライン（Ｄ
Ｌ１～Ｄｍ）に図２４に示したような信号を繰り返して印加することができる。これを一
例を上げて具体的に説明すると、第１状態でのようにＲサブ画素に連結されたデータライ
ン（ＤＬ１）にハイ電圧（Vhigh）を印加し、Ｇサブ画素及びＢサブ画素に連結されたデ
ータライン（ＤＬ２、ＤＬ３）にロー電圧（Vlow）を印加し、このような第１状態の電圧
印加を他のデータライン（ＤＬ４～ＤＬｍ）に繰り返して適用する。従って、データライ
ン（ＤＬ１～ＤＬｍ）の各々が隣接したデータラインと電圧差を有することによって、EL
セルは自分の状態によって任意の電圧がかけられることによりセルフエージングされる。
【０１６１】
　また、第１２状態でのように、Ｒサブ画素に連結されたデータライン（ＤＬ１）にロー
電圧（Vlow）を印加し、Ｇサブ画素に連結されたデータライン（ＤＬ２）にハイ電圧（Vh
igh）を印加し、Ｂサブ画素に連結されたデータライン（ＤＬ３）はフローティング（Flo
ating）させる。従って、データライン（ＤＬ１～ＤＬｍ）の各々が隣接したデータライ
ンと電圧差を有することによって、ELセルは自分の状態によって任意の電圧がかけられる
ことによりセルフエージングされる。
【０１６２】
　結果的に、本発明の実施形態のEL表示パネルの駆動方法は、各サブ画素（ＲＧＢ）に印
加される信号をハイ電圧（Vhigh）とロー電圧（Vlow）及びフローティング（Floating）
等の三つの状態を組合して印加することによって、各データライン（ＤＬ１～ＤＬｍ）が
隣接したデータラインと電圧差を有することによってELセルがセルエージングされる。
【０１６３】
　このように、本発明の実施形態の有機EL表示装置の駆動方法は、一フレーム（Fi）でEL
セルの全体がセルフエージングされるエージング期間(APD)を確保することによって、駆
動中にもELパネルをエージングすることができる。従って、ELパネルの寿命を延長できる
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と共に、ストレスによるラインの欠陥等のような不良を防ぐことができる。
【０１６４】
　図２５は、本発明の第７実施形態の有機EL表示パネルの駆動装置を示す図である。
【０１６５】
　図２５に示した有機EL表示パネルの駆動装置は、スキャンライン（ＳＬ１～ＳＬｎ）と
データライン（ＤＬ１～ＤＬｍ）の交差部ごとに形成されたELセル３３６を備える ELパ
ネル３３０と、スキャンライン（ＳＬ１～ＳＬｎ）を駆動するスキャンドライバ３３２と
、データライン（ＤＬ１～ＤＬｍ）を駆動するデータドライバ３３４と、データライン（
ＤＬ１～ＤＬｍ）を利用してエージングするための信号を供給するエージング電圧供給部
３５０と、データドライバ３３４とエージング電圧供給部３５０をスイッチングするMUX
３４０とを備える。
【０１６６】
　ＥＬパネル３３０に形成されたＥＬセル３３６の各々は、等価的に陽極であるデータラ
イン（ＤＬ）と陰極であるスキャンライン（ＳＬ）との間に順方向に接続したダイオード
で表現される。このようなＥＬセル３３６の各々はスキャン期間（ＳＰＤ）でスキャンラ
イン（ＳＬ）にスキャンロー電圧（Ｖlow）が供給され、データライン（ＤＬ）に正極性
のデータ信号（電流）が供給されて、順方向電圧が印加されると、発光してデータ信号に
相応する光を発生するし、スキャンハイ電圧（Ｖhigh）によって逆方向電圧が印加される
と発光しなくなる。そして、ELセル３３６の各々がエージング期間（APD）でスキャンラ
イン（ＳＬ１～ＳＬｎ）がフローティングされることによって、各データライン（ＤＬ１
～ＤＬｍ）の各々に隣接したデータラインと電圧差を有するように電圧が印加され発光せ
ずにセルフエージングされる。
【０１６７】
　スキャンドライバ３３２は、一フレーム（Ｆi）のスキャン期間（ＳＰＤ）でｎ個のス
キャンライン（ＳＬ１～ＳＬｎ）に順番にスキャンロー電圧（Ｖlow）を供給し、残りの
期間ではスキャンハイ電圧（Ｖhigh）を供給する。
【０１６８】
　データドライバ３３４は、スキャン期間（ＳＰＤ）でスキャンライン（ＳＬ１～ＳＬｎ
）がイネーブルされる期間毎にｍ個のデータライン（ＤＬ１～ＤＬｍ）にデータ信号を供
給する。
【０１６９】
　エージング電圧供給部３５０は、エージング期間（APD）の間、データライン（ＤＬ１
～ＤＬｍ）に供給されるエージング信号を生成する。ここで、エージング信号はハイ電圧
（Ｖhigh）とロー電圧（Ｖlow）及びフローティング（Floating）等の三つの電圧形態を
組合して、各サブ画素（ＲＧＢ）に連結されたデータライン（ＤＬ１～ＤＬｍ）に繰り返
して印加されることができる。また、エージング信号はハイ電圧（Ｖhigh）とロー電圧（
Ｖlow）及びフローティング（Floating）等の三つの電圧形態を組合して、各サブ画素（
ＲＧＢ）の区分なしにデータライン（ＤＬ１～ＤＬｍ）の各々に隣接したデータラインと
電圧差を有するように印加される。
【０１７０】
　ＭＵＸ３４０はスキャン期間（ＳＰＤ）の間、データドライバ３３４から供給されるデ
ータ信号をデータライン（ＤＬ１～ＤＬｍ）に各々供給することによって画像を実現し、
エージング期間（APD）には、エージング電圧供給部３５０からのエージング信号をデー
タライン（ＤＬ１～ＤＬｍ）に各々供給することによって、各ELセルをセルフエージング
させる。
【０１７１】
　ここで、本発明の実施形態の有機EL表示パネルの駆動装置は、エージング電圧供給部３
５０とＭＵＸ３４０及びデータドライバ３３４が一体化され、一つのチップで集積化され
ることができる。
【０１７２】
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　このような構造を有する本発明の実施形態の有機ＥＬ表示パネルは、エージング期間（
ＡＰＤ）でデータライン（ＤＬ１～ＤＬｍ）になるに連れて隣接したスキャンライン間に
多段階の電圧差を有するようになることによって、ＥＬセル３３６の全体がセルフエージ
ングされる。従って、ＥＬパネル３３０の寿命を延長することが可能であると共に、ライ
ンの欠陥等のような不良を防ぐことができる。
【図面の簡単な説明】
【０１７３】
【図１】従来のパッシブマトリックス型有機ＥＬ表示装置を等価的に示す図面である。
【図２】図１に示した有機ＥＬ表示パネルの駆動波形図である。
【図３】本発明に係る有機ＥＬ表示パネル駆動方法を説明するための駆動波形図である。
【図４】本発明の第１実施形態の有機ＥＬ表示パネル駆動装置を示すブロック図である。
【図５】図４に示した有機ＥＬ表示パネル駆動装置の駆動波形図である。
【図６】本発明の第２実施形態の有機ＥＬ表示パネル駆動装置を示すブロック図である。
【図７】図６に示した有機ＥＬ表示パネル駆動装置の駆動波形図である。
【図８】本発明に係る有機ＥＬ表示パネル駆動方法を説明するための駆動波形図である。
【図９】本発明の第３実施形態の有機ＥＬ表示パネル駆動装置を示すブロック図である。
【図１０】図９に示した駆動装置の駆動波形図である。
【図１１】エージング期間において図９に示したスキャンドライバの駆動波形図である。
【図１２】エージング期間において図９に示したスキャンドライバの別の駆動波形図であ
る。
【図１３】本発明の第４実施形態の有機ＥＬ表示パネル駆動装置を示すブロック図である
。
【図１４】図１３に示した駆動装置の駆動波形図である。
【図１５】本発明に係る有機ＥＬ表示パネル駆動方法を説明するための駆動波形図である
。
【図１６】本発明のエージング期間における他のスキャン駆動波形図である。
【図１７Ａ】本発明のエージング期間におけるさらに別のスキャン駆動波形図である。
【図１７Ｂ】本発明のエージング期間におけるさらに別のスキャン駆動波形図である。
【図１８Ａ】本発明のエージング期間におけるさらに他のスキャン駆動波形図である。
【図１８Ｂ】本発明のエージング期間におけるさらに他のスキャン駆動波形図である。
【図１９】本発明の第５実施形態の有機ＥＬ表示パネル駆動装置を示すブロック図である
。
【図２０】図１９に示した駆動装置の駆動波形図である。
【図２１】本発明の第６実施形態の有機ＥＬ表示パネル駆動装置を示すブロック図である
。
【図２２】図２１に示した駆動装置の駆動波形図である。
【図２３】本発明の第７実施形態の有機ＥＬ表示パネル駆動装置を説明するための駆動波
形図である。
【図２４】本発明の第７実施形態のエージング期間で、各データラインに供給される電圧
の形態を示す図面である。
【図２５】本発明の第７実施形態の有機ＥＬ表示パネル駆動装置を示図面である。
【符号の説明】
【０１７４】
２０、３０、１２０、１３０、２２０、２３０：ＥＬパネル
２２、３２、５２、１２２、１３２、１５２、２２２、２３２、２５２：スキャンドライ
バ
２４、３４、１２４、１３４、２２４、２３４：データドライバ
２６、３６、１２６、１３６、２２６、２３６：ＥＬセル
４０、６０、１４０、１６０：シフトレジスタ
４２、６２、１４２、１６２、２４２、２６２：レベルシフタ部
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ＳＴ１～ＳＴｎ：第１～第ｎステージ
ＤＳＴ１～ＤＳＴｋ：第１～第ｋダミーステージ
ＬＳ１～ＬＳｎ：第１～第ｎレベルシフタ
３４０：ＭＵＸ
３５０：エージング電圧供給部
                                                                                
                                                                              

【図１】 【図２】
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【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７Ａ】 【図１７Ｂ】
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【図１８Ａ】 【図１８Ｂ】

【図１９】 【図２０】
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【図２１】 【図２２】

【図２３】 【図２４】
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